
岩手県系に於ける地磁気分布及び其の異常に就いて

湯村哲男

§1.緒雷

日本に於ける磁第測量は前後敷同行はれてゐるが，とれ等は専ら一般の磁場を求める事を目的と

して観測射の撒も少〈叉局地的異常の友い様た所を選定してゐる．局地的異常のある所の観測も撤

個所行はれてゐるがそれ等は皆小範囲に限られたものであって，或る地方全般に亙って細密主主測量

をなし，その中に於ける異常を論じたものは極めて少数である．

今聞の磁無測量を岩手鯨附近に選定した主主主る理由は，本鯨の地質が他地方に比して複雑であり

且つ古来金属を多量に含有してゐると云はれる蛍鯨で測量を篤す事は賞際的にも，ヨT週論的にも興

味深い事であると信じた震である．

質際的立場から見ると，一言にして去へば磁筑探蹴？去により地下物質を探索するものでるる．即

ち地上に於けるカ場を測定する事によって地下物質の配置を決定するものであるが，理論的にとれ

を一義的に定めるといふ事は不可能で他に何等かの俵定を設けなければならたい・との仮定を定め

る震に地質感的見解を周ひたり，他の地下探索法を周ひるのである．然し乍ら磁集探索法は地下に

於ける特殊な物質を登見し，叉その大値の位涯を決定する様友組い目的には有数で，とれに依って

大鐘の位置を知りその後は更に詳細主主磁無測定及び他の探索法＇ f?IJへば人工地電流による法，人工

地震を起してその地震波の観測による方法等を用ひて地下物質の正措吉区位世を知るのである．

斯くの如く地上の力場を知って是より理論的に地下物質の性質を知る事は磁無事的見地から見て

興味深い事であらう．

筆者は昭和十三年七月下旬より同年十一月中旬に亙って，岩手J臨及びその隣臓の一部分に於いて

地球磁集の鉛直，水平雨分カを現測した．

元来磁気測量は三要素に就いて観測し怠ければ理論的には十分に考究する事は困難であるが人数

の不足と期間の制限の潟に三要素金部を観測する事が出来ゑかった．

現測者は智者，記録者1名他に 1名，計3名で岩手金聴に瓦り約 400佃所の鮪l't:就いて観測し

た．観測賭の分布は第1聞にある按に北部では北上山脹の震に翻測舗を自由民選ふ事が出来歩南部

に比して非常に粗雑にたったが，中央部より南方は相嘗細密に観測する事が出来た．殊に異常地附

廷では更に細かく観測した．

岩手蘇では北上山脹より流出する河川lを利用して水力量電を行ってゐる所が多数るる錯とれを避
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岩手蘇における地磁叙分布及び共の薬常に就いて

けるのに相官苦心した．

測動記入の地図としては参謀本部の五高分の一地図を用ひた．

§2.測定器披

s 

測定に用ひ＊器械は AdolfSchmidtの鉛直及び水平分力用 Local¥'nriometerである．その構

識は色々の著書〈”に詳しく出て居るカむと Lに簡単に述ぺてたかう．

鉛直分力用器椀では器内の中夫氏菱形の磁針が現形の上に水平にあれとれを潜綿子午面に宜角

た面内で廻締せしめる．との磁針の上面には反射鏡が取附けてあれ上部の願鍛鏡内にある周盛と

反射鏡に括る閏盛の像との差を望遠鏡で讃み取るのである．との讃みは顕徴鏡の1視野内ではその地

賠の鉛直4子力に比例してゐる．叉器内には磁針の温度を知る震に寒暖計が取附けてある．

水平4子力用の器械では磁針が鉛直方向にあり磁鎮子午 悠 2 図

面内で廻締し得る様にたってゐる．

器内の磁針の平衡を論やる過程として先づ一般の場合

について越ムくて見ょう．

宰聞で自由に運動し得る磁針を想像して見ょう．との

想像上の磁針はその重力の中心で支持せられてゐるとす

る．

第二固に於いて x・,Y’， Z’を地球磁力の天文感的北，

東及び鉛直方向の分力とする．

今磁針の方向をz軸にとれとれに垂直で、磁針の霊心

を通る面内にν軸をとり， s紬を地球磁力の方向を含む

鉛直面内にとる．

然る時は x,y,z方向の分力は次式にて奥へられる．

I Z’（cosαcosη＋sinαsin ηcosi) 

x=i+Y’（s:nαcosη－cosαsinηcosi) 
'+Z’（sinηsini) 

( Z’（cosαsin η－sin αensηcosi) 
y＝~＋Y’（siuαsin η＋cosαcosηcos i) 

'+Z’（－cos ηs:n i) 

-z’ 

Ill例へば C.A. Heilnn~l: Theory of Adolf Schmidt's Horizontal Field Balance. 

玄’

・・（1)
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1-X’sin αs・n' 

z＝~＋Y’cosαsin$ 

'+Z’巴osi

乙.ttOX・’＝α＝職金十の N・極湖沼A.BOの方位

乙eOZ’＝・i＝面 ABOの伏角

LA.Ox＝η＝面 ABCよで測った磁針 N・極の水平面からの角距離

今般針の南極の強さの絶封値が等しいと仮定すれば磁針の方向に働くカは~即ち x=O であるか

ら結局磁針の運動にあづかる力は百ヰ？となる・市し℃質際には地球磁集の水平分力の方向はヨ

ムパスを用ひて容易に決定する事が出来るから -VY1平Eすたる力は更に簡単にする事が出来る・ IWち

Z’軸の周りに坐掠系 ZうY’，Z’を偏角だけ廻縛して Z’軸を磁鎮子午面の方向と一致せしむれぽ

Y’＝Oとたるからz’が水平分力 E とたり， Z’が鉛直分力Z とたる．故に磁針に鋤く力は
y(H(cosαsin η－sinαcosηe伺 i)-Zco.sηSl瓦量二千［Zcosi-H sinα泊nザ

とたる．

所が貴際に用ひる器械では匝定軸の周りに廻縛する磁針を考へるのである．第2固に於いて固定

軸の方向は zの方向であるから z方向の力は磁針の運動には線開係とたる．故に z=Oでるる．

今磁針の磁無能率をM とし．磁針に働〈力 gの能率を D1で表はせば

D1=M・y＝珂H(cosαsinη－sinαcosηcosi)-Zc1sηsin i] ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・（2)
ヨえに重力による岡部紬の周りの能率を D~ とすれば（1）式に於いてX’＝O手Y', Z’＝g, :i:=O=z 

－であるから

D2=e例.y=-e怖gsin i cosη ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3)

とLにoは問榔軸と磁針のま心との距離で， mは磁針

の質量である．

との式は霊心がz軸上にある場合に成立するものであ

るが質際には eは a:,y, zの坐標を持つものである．と

の中 z坐標は磁針が zJliilJに平行程取＂の周りに廻糊する

のであるから考へる必要はたい．

eのめ U方向の射影を a,dとすれば（3）式は

D~＝一mgsin i(a cosη－dsin η）・・・・・・・・・・（4)
となる．

解 3 鴎

-!j 
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磁針が平衡を保つ震には

D1+D2=0 

即ち

MHsin αcosi+lllZ llini+mgasini 
tan η＝ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（5)

MHcosα－mgasini 
(5）式は一般の場合に成立する式でるる．

戎に（6）式を基本として鉛直分力及び水平分力用 Localvariometerの磁針の平衡を考察し，且

つそれ等の寸法値等を求めて見ょう．

先づ，鉛直分力用器棋では，磁針の麹縛軸の方向は磁鋸子午織の方向であるから磁針の廻縛する

面は磁気子午面に直角な面である．故に

α＝号或ひは α＝争r.

而して磁針は鉛直面内に動くのであるから

守T
事＝す

故に

tan旬ー互主土竺主主・・-． 一鴨gd

吾々が此の器械を用ひる磁縛では地球磁力線は下の方に向いて居るから童心は支勤より磁針の

s・極に近く置かなければたらたい．且つ支鮪より下の方に世かねばならない・故に a,dの正の値

をとれば

MZ-maa 
tan η＝一一一一一一ーー

mgd 

となる．

一方，同盛の読みを s，望遠鏡のレンズの焦麟距離を fとすれば

tnn 2η＝ヂ
但し Soは η＝0となる時の目盛の読みである．

ηは普通小さいから
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今 Zの鑓4ιによる目盛の襲佑を見ると

-2fl!! 
AB－一一－6.Zmgd 

ムZ=-_ mgd 
AS <-c-2肩

とのむが鉛直分力用 Localvariometerの寸法値である．

ヲたに水平分力用線械κ於いては磁針は鉛直にあり磁針の可動商は磁親子午面内で且つ水平面に垂

直であるから（5）式に於いて ηの代りに（γ りを用ひ引に央々0,fを用ひる・F切・ ¥ 

叉とのこつの成分 α，dはとの場合は逆にたる．故に

MHcosα－m,qa sin i 
tancp= ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（6)
MHsin αcvs i+MZ sin i +n•gd sin i 

に於いて α＝O,i＝号を代入すれば

ちp_MH-mgaー一一一一一－－－－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・（6’）
MZ+mgtl 

吾々の磁緯では磁針の.m心は磁針が鉛直会力によって引かれるカを補ふ震に廻榔軸の上方で且つ
廻縛軸より磁北にあらねばたらたい．即ち aは正， dtま負である.11, clを正の位にとれば

8-80＝盟主主－：：！＂fEJ．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・（7)
ltfZ-mgd 

E の提佑による Sの鍵佑を 6.8とすれば

6.8＝ー笠主－AH
JJ!Z-mgd 

AH_ _MZ-mntl 

A8 2/M 
・・・・（8)

£11 が7.1<王子分カ用締械の寸・法値であるが，（8）式を見ると4'~同様に εE の式中に鉛草分力 Z が入

って来る．故に e，， は鉛直分力がZたる値の時の水平分力用 Localvariometorの寸法位である．

以上の様にして求めた sを用ひでこ鈷の磁力の相異を知るlJiが出来る.gpち

F’＝（S’－S)e+F 
但し鉛直分力の時は F は Z,eは εzであり，水平分力の時は夫k H, (e11+Ae11）である.As11

については §5tc於いて述べる事とする．

§8.器舗の諸常数

先づ寸法値を決定する方法を述べよう．
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鉛直6子力用器棋の寸法値は補助磁石を用ひて決定するのである．

補助磁石を磁針の民下に磁針に垂車に置くと，補助磁石治瀦針に及ほすカは次の式で典へられ

る．

設に

211r r 1 s i 
F＝一一Il+-;-(2d~－3cl1~）＋一一一（fd4-40cl2d12+JEd1・）＋・・・・｜
I r~ 128〆 l

M は補助磁石の磁無能率

,. は補助磁石の中心から磁針の中心までの距離

d は補助磁石の極距離

めは磁針の極llfil綾

である．而して f》d,<l1 tLる故K

. 211! 
F'7'---;- ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（9)
，・凶

色々の rtL－－？いてそれに相官する同盛の韻みを取り，一方各々の，.~相蛍する F を計算で出

し下式によって寸法位を定める事が出来る．

ζの按にして求めた寸法他は

ε（S1-S~）＝F1-F~ 

ε＿!!.J.二L
－ 81-s~ 

ε%＝38.2 'l' 

を得九此の値を今回の視測に就いて用ひるl.U:にした・

号たに水平分力用器棋の寸法値決定であるが．との場合にも補助磁石を磁針の下に水平にたき色々

の，について讃み取りを行へば上と同様防法で決定出来るのであるが仰の場合には F=f:~
となる），今回の寸法値決定には別の方法を淘ひた．

即ち（6）式に於いて •＝：！！＿ と沿けば，寸法値の式を求める時と同様にして
2 

I llfH crsα－m.<Jal S姐 － So=2/I I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仕O)L MZ--mgd J 
を得る.(10）式から（7）式を引けぽ

2/Mfl 
Sa.-S＝一一一－一一一（cosα－J) 
MZ一例gd

MZ一例.<Jd
而して Bu＝一一一一←ーであるから

'/.fM 

Sa.-s=!!....(cos OG.-1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (11) 
£11 
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(11）式を用ひてeuを求めるのである． αは磁石の廻時軸と磁鎮子午面とのたす角の蝕角である．

8，.は器械がαだけ飼ってゐる時の目盛の読みである．故に＜11）式より H/eu主主る値治%尋られる．

とれから E 訪沖ljれば 61!は出るのであるからとの方法は水王子分力の未知の貼叉は異常地賦では不

溜嘗である・叉硯測中 H が鑓化しでは面白くたいから E の日饗佑の極大の頃 131＇～・lf>h頃に硯

測した．此の様にして得た寸法位は

eu=l9.2'Y (Z=38060'l'なる時）

で今同の観測にはとの位を用ひた．

ヨたに磁針の磁無能率は温度によって獲る震に磁力が閉じでも周盛の上に於ける反射像の位世は温

鹿によって具って来る．之は質御lする設備がないから徐定詮に言うる値を用ひた．邸ち温度1度の上

昇・tt:封する同盛の減少は鉛直分力用では 0.13,7J<lJ~分力用では 0.2!J である．

§1.硯測方港

Local variometerの観測は或る基宣告鈷に封する他の地舗の相封的値を出すのが問的でるる．故

に硯測に出かける前に基準鮎で観測し，何箇所かの鞭測を格った後再び基噂駄に蹄って観測するの

でるる．

今聞の岩乎鯨に於ける観測では，毎日基準鮎に錨る事が出来たかった鶏民 3日或は4日毎に基

準踏に蹄って観測した．基準献としては岩手鯨金位に3ケ所置いた．即ち第一の基準監を盛岡支蜜

の東方200米許りの畑中に置き，第二の基準鮪は宮古測候所臨時地磁集結封硯測室内の一隅tt:~選び，

第三の基準監として一ノ！胡高等女皐校の西北約500米の畑路上に置いた．

第一，第三の基準鮪は典常地Wはあったが，第二の器部献は異常明色域内にif;p，丁度異常の中

心に位置してゐ九

各翻測助に於ける親測は先づ三脚の上にヨムパスを世き磁朱子午面の方向を決定し， ζの上に器

械を置くのであるが鉛直分）J用鯨械は磁集子午面から東の方向に 'ff'/2だけ廻縛してその上に器棋

を置き，水平分力用器械ではそのま L穂械を置くのである．水準調整前にー度望遠鏡を見て止め金

を弛め閏盛が視野外に出るかEうかを確め，若し視野外に出る時には補助磁石を用ひて反射像が鹿

野内に入る様にする．との螺作を行った後水単調整を駕すので・ある．

簡み取りは鉛直分力測定では 2セット行ひ， 1セットに於いて最'67.臓針の N－極を西K，号たに束に

向け各々に就いて3同宛讃み取った．

水平分力測定では 3問の読み取りを講した．

補助磁石は観測全部に用ひ殆んど全部の観測結で・ No.3096（磁無能率は 161I'(O・C））を磁針の中
心から 25cmの距離に N－極主ょに向けぐ鉛直分力測定の時〉，叉甫に向けぐ水存分力測定の時〉て
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観測した・中には異常の甚しい所もあって No.2096 （磁無能率は 965.6I' (0°C））を用ひた所もあ

った．北部の一部では No.2096を r需 34cmとして用ひた．

との他唯一ケ所日詰附近の異常地帯で， No.2096を r=30cmで用ひた所もある．

§5.硯測値の修正

上越の様にして得られた観測値は，＇＊観測！毎に異った般態の下で得られたものであるから多く

の観測鮎の純を比較する需には，とれ等の翻測値を同じ般態のものに引き直す必要がある．その震

に色々の修正を加へ友ければならたい．

視測怖が左右される紙態の主なものは

1 温度

2. 地磁来日費佑

3. 補助磁石

であって．との三つに重まする修正は鉛直，水2J!.雨分力共に必要である．

水平分力では上記三つの補正の外に鉛直分力による補正を加へなければなら主主い．

ヨたにとれ等の補正について略記する．

( i ) 温度補正

磁針の磁無能容は温度上昇によって減少する．故に磁力が同じでも温度治喋れば読み取りが異

って来る．温度1度の上昇・に就いての読み取りの減少を p とすれば標準温度%の時の読み取り

は

s<>=s+p(t0-t) 

で奥へられる．但しsは温度tの時の績み取りである．

<ii) 地磁祭日獲佑の補正

温度補正を行って標準温度に於ける読み取りに寸・法値を掛けたものは未だ地勝第日鑓4むの影響

を含んで居る鴛K，とれを日鑓佑のない蹴態に於ける一定の日の一定の時刻に於ける値に引き直

さなければ友らたい．然し結局は日饗4むのないj伏態に於ける各観測賦と基準鮎との相異を知れば
よいのであるから視測全部を一定の日の一定の時刻に引き直さなくても，任意の連続した基単騎

の観測jの間にある観測位のみについて各々日捷佑の補正を行へばよい事にたる．そして最後に基

準監に於ける一定の日の一定の時刻の範封値を加へれff，此れに相営する日及び時刻に於ける各

観測結の絶封位が得られるわけである・

自費4じは柿岡と岩手懸では飴り鑓らたいから同ーたものと見倣して，柿岡に於ける日嬰4むの記

録を用°＇て補正した．



10 主苦手患震に於げる地E依然分布及び共の~＇＠·・に就いて

今基準~k於ける観測出窓前の t. 主主る時刻に於

ける値を f，，ある硯測鮎 pの tpぐある観測量占ptc 

於ける観測時刻） ;Itる時刻に於ける基郡鮪り値をん’

とすればぐf,-f，，’）は pなる観測賦の観測f直に施さ

るべき日鑓佑の補正である．

器棋が全く正しく共の他の車桧もないとすれば，

上越の補正でよいわけである泊、質際には種々の影

響を受ける需に観測前後に於ける基準監の観測値は

上越の補正を加へでも倫異って来るので、ある．的ち

t,, t,' .友之時WJの基準踏の観測値を夫々 F,,F，’とすれば

fF,'+(f,-fのJ-F,=d

悠 4 図

経~の＆淘E重に
b奇妙る

日！！ft幽鉛

五1Sfllll3にSをける
日i!ft鴎a

と主主る．測定器が金OEしく誤差が入らたいならば d=Oにたるべきでるる．との dは色々の

僚件の下に入って衆るものであるから各観測踏について完全に取り除く事は不可能でるる．故に

基準勤に於けるこつの観測の間にある各般測結の観測｛iliにdをふり嘗て，観測前後に於ける基準

酷の値を等しくたる様にした．

(iii) 補助磁石の補E

8うる観測鮪の磁力の大きさが大きすぎたり小さすぎたりして筒盛が親野外に出る時tt:補助磁石

を用ひて目盛を視野内に持ち来るのである．故I亡f壁際観測した誠み取りはその舗の磁力に比例し

て居主主い．

補助磁石も亦温度・に依り能率が鑓るから，党づ補助磁石の磁銅能率を任意の温度に於ける飽率

K引き直すのである．

M1o=Mt{l＋α’t-to)} ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（12)

設に Z は任意の温度

toはある定った温度

αは磁無能率の温度係激

でるる．

Mroは totr.る甑噂温度に於ける磁集能率で，今度の観測の前後に撒同観測した結果 O℃に於

ける且ftoは No.3096の補助磁石では 16LI', No. 20"96では 965.5rを得た．
l dM 

αは磁来館率の温度係数でー・ーーである．今度の観測では爾磁石共にαキ0.004 ti.る他を
.1Io dt 

用ひた．



法手療に於ける3也磁奴分布＇JI.び;Jtの築協aに就いて

(12）式を劉啓すれば

llli=M1011-0f(t-to>i 

であるから，との Miを用ひて補正を行ふのである．

鉛直分力では §3の（9）式を用ひて補助磁石が磁針に及ぼす力を求める事が出来る．

水平分力では

F中~,,.v 

で求められる．

11 

磁石の N・極をムに向けた蒔又は北l乞向けた時には，磁石が磁針に及ぼすカ除負，卸ち目盛の

読みが質際よりも小さく， N－極を下に向けた時又は南／＇（向けた時には力は £tWち閏盛の読みは質

際より大きく読まれるわけである．故に補正値は夫々E，負にし怠ければならない．

(iv）水平分力測定値K於ける鉛直介カの影響

§2で少し述ペた様に水平分ブ1測定器の寸法イ直の式（8）の中には鉛直分力 Zが入って来てゐ

る．放に水平分力が同一でも Zが鑓って居れば腎虚の読みが異って来る。 gpち寸法値が Zによ

って鑓るのでるるから（8）式より

fl.£＂－ムZ. .,_ 
- 2{ 

となる．而して水平分力用器械では 2{=1333でるるから

ム H ムZ
611 ＝ー一一
1333 

弐に第5困を見れぽ判る様に Zの増加．は｜少｜を減少させる搬に働く．故に目盛の読みが 20

ぐcp=O主主る時の間盛の読み）

より大きい時には Z の増加

は目盛を少くし， 20より小さ

い時には読みを大きくする様

K作用する．故にとの補正は

夫々正，負の符説をもっ値で

行はねばたらたい．

故に鉛直分カがz＋ムZ主主

N 

z 

~ 5 関

N 

z 

る地勤に於ける水平分力用者織の読み取りをあz1'.1:.0値の下に定めた寸法値を £nとすれば
H=(s-20) erf 
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=(s-20）（εa＋ム＆n)

＝日い会会）
で奥へられる．

以上で観測値に奥へるべき補正は格ったのであるが，との様にして得られた値がEの程度に正し

いものであるかといふ事は一つの問題である．

蓮司島賠では何同も重複して観測してゐるから，とれに依って1問の観測の縮率誤差を算出する事

が出来る．

dを基単騎に於ける前後二同の観測の補正された値の聞の差とすると，最小自乗法の理論によっ

て，%佃の斯犠な観測値の差から1同の観測の硲傘誤差を求める式は

p＝ 土0.674~1/国
F 語”

でるる．との式を用ひて計算した結果，鉛直分力では

p＝土25.2γ

水平介カでは

p＝土15.8γ

を得た．

§6.局地的異常の抱念

観測結巣を遮ペる前に局地的異常は如何~る原因によるかに就いて概略述ペて見ょう．

元来地球磁鎮の局地的援霞L一一正規主催に劃する地方的異常一ーの原因物質は地殻の深い所にあ

る事は殆んど注〈表面にあるか叉は表面近くにるる．然らばとの援需Lは何K原因するかを考h て見

るにその可能主主説明として戎の事が考へられる．

ω外部の地殻物質に於ける地球磁鎮の誘導作用
(2）地中内部に於ける複雑君主岩石の国有磁寄託

(3）局地的地電流による電磁作用

(1）地球磁場の誘導の結果として地中の物質に磁事が誘鼓せられる．その強さは

(a）骸物質の透磁寧ととれを囲む周囲の物質の透磁率との闘係

(b）段物質の形

(c）地球磁場の大いさと方向

に依って決定される．

地下の物質が周囲の物質よりも，より大きた透磁寧を持って居る場合には磁力線はその物質に
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晩牧される接君主形になる．それはその物質に磁力 第 6 閲

線がλる方の側に負極を生じ，出る方の側に正の

極を生じた様~磁力線の配置とたる．（第6岡 ln}

参照〉

越に地下物質が周囲の物質より小さい遁磁寧を

持って居る場合には該物質を貫く磁力線の密度は

小さくたる・即ち磁力線は，此の物質K依って反

捜された様友形にたる．此れはその物質に於いて

磁力線の入る側に正極，出る方の側に負極を生じ

る様主主作用である．（第6闘（的参！！の

。）大きた透磁容を持って居る紫石p 例へば多量

の:Magnetiteを含有する鏑床の様ゑ岩石は永久的

に国有磁無を有する事がるる，此の永久的磁筑を

有する様になる起源に針する3むもらしい説明とし

て次の現象を考へる事が出来る．卸ち流動性物質

が地球磁場内でその感臨作用を受け乍ら冷却され

（α） 

(b) 
＋ 

るたらばその物質はその時代の地球脚品の方向と同ーた磁化方向を持って永久的となる．所がそ

の物質の磁佑方向が現在の地球磁場の方向と具ってゐるといふ事が考へられる．それは先づ第ー

に地質上の援形，物質の嬰位，同轄に依P，第二に地球磁場はその方向，大いさに於いて時と共

に鑓佑するといふ二つの現象IC依るものと考へられる．

(3）極〈局地的なものとして落雷等による強烈な電流に依って磁4むされる場合がある．との際は

特に強い永久磁訴として残る場合もある杭一般に極〈稀で殆んどたいと去ってよい位のもので

ある．

叉近来電車の護建に伴ってその附近治宝電鮒怖によって磁佑して居る場合がある．

然しとれは永久的なものとは思はれ主主い．

以上三つの局地的異常の原因の中，官遡的なものは（1),(2）の場合で（3）の場合は殆んEなく，

あっても桓めて少数である．

§7.槻混臓果

岩手癖に於ける三つの基司自動盛岡，宮古，一ノ闘に於ける磁力の他と柿岡に於ける磁力の相異は

§5で述べた方法によっτ求めbれる．柿岡に於ける硯測は柿岡出設の前日 7月 2aate親測し，
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叉 9月 8日， 9月 10日及び1l月 22日の観測完了蹄柿後l't:硯測したのみである．とれ等の観

測値と岩手臓の三つの基準鮪の硯測値とを比較し，とれを 1938.0年の値K引き直した結果各器噂

舗の磁力の値は戎の様に主主った．

基2伊助

柿阿

！＆ 問

2宮古

ーノl溺

第 1 表

飴底分カ（1938.0)

8 :85ffY 

88066 

87874 

87鈴5

各観測結の観測値，正規磁力，異常値を第2表に列穆した．

泳平分カ（1938.0)

20750Y 

28647 

28251 

2随時

正規磁力は観測駄の緯度，経度に依って計算して求めたものである．

最近の金問磁無測量は 1932~手か，ら 1933 年tc.7k路部によって行はれたものがある．その報告に

よると 1933.0年に於ける伏角と水平分力は戎の式で奥へられる．

θz凶・o=34＇。＇04.'9+88・’616.cp-3.'086.λー0. '.768ム<p~－0:2356ムcp・ムλ＋P.'1330 6.A.~ 

H1臨』＝32147Y-l73.γ70D.cp-190.γ74D.)..- 6.Y755D.<p~＋ 7.Y921D.cp•ムλ－1.Y656A）..~

設に cp，λは夫々緯度，経度にして

ムcp=cp-25・
マ共に庇で表はしたものでるる．

Aλ＝）...－145° 

此の式を用。ひて各観測鮎の緯度，継度に相賞する伏角，7J<lji分プjを求め，とのこつの他から1933.0

年κ於ける鉛直分力の値を出したのである．との玉規磁力と各分）Jとの差が異常値である．
各観測鮎に夫々の観測値を記入しで亡等磁力線を輩いたのが第7聞及ひ事8闘である．

叉観測踏に異常値を記入して等異常磁力線を輩いたものが第9闘，第四闘である．

鉛直分力の縄与異常磁力線は大鐘海岸に平行てe海岸から内陸l't:入るに従って負の異常値が大きくな

ってゐる．そしてとの中に正の異常が撒個所存在してゐる．

北部の方は観測駄の教が少い震に目立った異常は認められないが中央部から南部陀かけては相賞

多〈の異常地域が見られる．

特殊な異常地域としては戎の様たものが掲げられる．

(1）久慈附近の異常

北部に於ける異常の最大のもので等磁力線は殆んE正規磁場の等磁力線tt:.直交してゐる．大館

海岸に平行で・海岸の方が大きた健をとってゐる．

ζの附近は相官多量の砂織t:含んでゐる鴻払聞の様~等磁力線となったのであらラ．
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資~ 7 銅 鉛 ilC分カ理事磁力線図
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然 8図 水平分カ号事磁カ線図
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費~ 9 関 鉛直分カ擾飢磁場鯵磁カ線図
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修 10 路 水平分力筏飢磁場等磁カ草食図
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(2）宮古附近の異常

1893 ＆手に問中館先生逮のf毒された観測で宮古に於ける概説1.lfil立は負の異常甚しとある．との附
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近の異常は正の異常が負の異常を中にはさんで南北に並んでゐる．負の異常は宮古町が中心とな

ってゐる．宮古の北に田老鏑山があるが餓山附近の翻測は出来たかった．鏑山附近を観測すれば

向異った等磁力線が得られるであらうが兎に角との附近が正の異常地帯であるといふ事は明かで

ある．

宮古町の南方礎難村附近も正の異常である．との二つの正の具常の聞に負の異常が存在し，問

中館先生謹の鴬された観測地騎は負の異常の中心附近にある．

宮古測候所の臨時磁力絶封視測室にとった第二の基準賠は，との負の異常の中心であって，鉛

直分カの異常値は－77:3Y，水平分ゴJの異常値はー135Yである．との基単掛から西に行〈に従っ

て鉛直分カは急激に増加し，北の方も念激に増加してゐるが，東の方向の精加は設やかでるる．

関老鎖山は No.102の硯測結の北方4粁許りの所にあるから宮古の負異常の北方にある正異常・

の中心は鏑山には無関係である．むしろとの異常の中心と思はれる所から北に行くに従って錯直

分力の値は減少する傾向がある．故に鏑服の延長がとの附近まで来てゐるか，或ひは鍍山主は濁

立したものである様に思はれる．

(3）岩手山附近の異常

一般に火山附近の磁力の値は不定であって僅かの距離の差でも相官大きな他の差を生やる事が

屡々あるから，数個の観測鮪の値で異常を決定する事は困難であるが，岩手山甫麓の数個所の観

il!IJ値から見るととの附近が負の異常であると去ふ事が出来る．

然しとれは甫麓に於いて云はれる事で，更に細〈山地も観測すれば，正負の異常が不定にたる

であらラ．

(4）釜石附近の異常

釜沼繍山を中心とする約4粁の牛径を有する国周上で撤個所の限測を行って見九鏑山内には

電車を使用してゐるから観測酷としては不起省主主鴬，規制する事が出来たかったのは－遺憾である

が，山内で敷ケ所視測しても，その他は不定の様に思はれる．それ故周囲の観測位で等磁力線を

引くと第7園，第9固に示した様に正負の異常治f甫北に列ってゐる．互の，異常の中心附遣が現在

採掘してゐる附近である．

(5）遠野附近の異常

遠野の西方小友附近を中心として東北から甫西にのびる異常がある．錯車分力は異常の北側で

正tc，甫側で負の異常とたってゐる・との正負の異常配列も釜石附近と同様である．

ζの異常の中心附近では現在金織を探捌してゐる．

{6）千厩附近の異常
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ζの附近一帯の異常の中，千厩附近の異常を最初に設見した震に趨めて千厩附近の異常とした．

との異常地域は西北から南東の方向に遮ってをり宮按臨まで延びてゐる．異常の中心は四つあ

り，との中二つは現在金舗を採掘してゐる．

邸ち中央の異常の東側にある異常の中心附近及び南の宮城県草界にある異常では金銭を採掘して

をり，他の二つは未だ採掘されてゐない．

との附近を鉛直分力に就いて典常の形から見ると，釜石，遠野附近の異常とその形を異にして

ゐる．即ち前二者で正の異常と負の異常が大値南北に列って配列してゐるのに反し，との附近の

異常は正の異常のみで閏立った負の異常がたい．

叉水平分力の具常を見ると鉛直分力の極大附近を中にはさんで北に負，甫に正の具常がある．

ζの事に闘しては後節に論十る事とする．

(7）築館附近の異常

宮城鯨の築館附近に非常t'C/j賀範囲主主典常が見られる．異常域は築館より南方に延びてゐる震に

南の限界を定めるま箆は出来たかったが中心を定める容は出来た．撚し南方の限界も距離は飴り遠

く注いでるらう・とれは後簡に述べる見守の地下の物質を仮定してそのよの援組磁場を定める時に

想像せられる．

(8) 日結附近の異常

日誌・附近の異常比今聞の岩手臓観測に於いて最大の典常地域であって，とれを鉛直分力に就

いて見るにその形は釜石，遠野附近の具常と同線に北々西から南々東に延びる異常で，異常の北

部はJE,ji有は負である．正の異常地域では＊心が 2ケ所あり，北の中心は No.305の 40093Y,

甫の中心、は No.307 (a）の41848Yである．その異常値は夫々＋1812Y, +3624Y・でるる.No. 307 

(a）は今度の観測中最大の他を有するものである．との正の異常に隣接する負の異常も亦岩手鯨

最大の負異常地域でその中心では異常値一1417Yである．此の附近の正j負の異常は地下物質が

地球磁鎮の感臨のみによって磁佑してゐると考・へると金OJIJの地下物質によるらしく思はれる．

叉地下物質が間有磁無を持ってゐるとして説明する事も出来る．

以上列事した異常地域は Granite,Diorite等の如き火成茨の露出してゐる附近に多く，その他

の附近には飴り目立った異常は認められたい．

(4), (5）；及び（6）の異常地域の一都では既に鍬鱗，金鎖等を採掘してゐるが（6）の一部及び（7),

(8）では未だ探掘されてゐたい・（8）の異常附抵の東方で現在金鏑を採掘してゐる治ちとの異常は採

翻してゐる附近とは無関係に渦立したものである．
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量官 2 署長

鈴 震E 分 カ * ヰ主 分 11 狼濁致事陸軍定 鶴 度 担 重E
正規磁力 叡測値 異常•1cfl: 匝規滋カ 蔵部位 異常・他

。 ， ，， 。 ， ，， 
錦49γ4 

y 
- 28γ 2 28887 28S6t 

y 
I 

S9 46 3~：i 141 07 51.8 38212 - 26 
2 48 05 18.5 534 170 - 864 878 741 868 
s 51 07.4 偶 47.6 577 483 - 94 856 405 49 
4 54 1!?.9 06 伺.5 688 761 128. 8拘 479 143 
5 56 56.4 05 S0.2 rm 48:! - 195 819 4関 137 

6 59 21.5 00 51.9 741 474 - 267 306 S72 飴
7 40, 10 S.'!.3 140. 47 83.8 990 702 -2槌 243 076 - 167 
8 07 18.0 51 00.8 921 852 - 69 262 832 70 
9 06 S.'t6 58 24.2 897 931 84 部5 回S -232 
10 08 19.7 57 47.9 907 895 - 12 248 291 4S 

11 06 46.5 141 OS 48.0 856 771 ー邸 253 部8 SS 
12 11 ll.1 JO 02.6 .901 550 - 351 217 194 - 28 
ll3 14 04.5 14 15.4 9:l2 7路 - 204 193 邸3 440 
14 20 38.6 16 37.8 :HIO~ 怒 - 258 

146 198 52 
15 15 03.0 11 85.6 88938 - 189 183 190 1 

16 伺 44.4 20 08.6 482 721 289 217 S47 130 
17 04 <Yl2 13 56.6 407 509 102 261 159 - 102 
18 却 58 19.~ 14 27.0 811 212 - 99 800 S槌 88 
19 58 19.0 】I 55.2 592 194 - 398 886 172 - 164. 
却 58 31.9 19 54.2 615 329 - 816 293 2回 - S8 
・21 (v) 68 41.8 19 51.2 648 241 - 407 292 一 一
22 !i8 85.8 22 14.9 6H7 869 -2槌 290 481 191 
23 40 00 21.2 24 85.0 656 'l97 - 859 276 530 254 
24 04 87.8 so 40.0 700 968 263 241 275 34 
25 08 58.l 84 41.0 756 0回 - 700 2悌 1拘 - 78 
26 18 28.1 4i 01.6 778 39050 272 166 596 430 
Zl 14 45.0 43 27.2 816 818 497 1的 624 464 
強 16 21.0 89 27.2 861 38994 133 153 496 343 
却 21 82.0 SS 84.4 974 40ll!8 1154 124 7!ll 的7
釦 16 89.6 38 45.5 890 3部02 - 88 157 573 416 

Sl 18 59.4 28 5!>.2 950 725 - 225 145 429 284 
部 19 08.S 28 07.4 978 715 - 263 151 410 259 
部 14 22.5 25 00.4 890 504 - 3S6 180 390 210 
S4 11 伺.7 25 51.0 832 479 - 353 202 360 158 
85 。7 31.8 26 10.1 770 543 - 227 226 424 198 

86 国 00.9 2-i 54.2 733 414 - 819 244 4i8 2担
87 Si1 38 06.3 08 11.9 351 160 - 191 442 520 78 
38 32 42.5 07 40.4 261 37990 - 271 479 556 77 

S9 ~b~ 33 22.8 10 51.4 258 38965 707 471 478 2 
SS 25.5 10 56.0 260 39140 880 471 一

(c) SS 45.2 11 00.5 2&1 953 1伺9 468 一
(d) 84 05.l 11 20.4 部9 38575 4郎 466 一 一
40 拘 48.l 11 48.7 812 109 - 203 447 28555 108 

41 44 52.6 01 08.5 496 :mm - 624 404 S93 - 11 
42 44 25.2 140 58 04.7 501 88袋路 - 118 410 520 110 
43 42 06.8 52 35.6 486 37963 - 528 431 523 9a 
44 41 J8.l 57 06.4 451 総，z44 - 207 432 616 184 
45 41 24.3 141 01 08.0 4U8 218 - 220 428 689 261 

46 29 26.6 09 S5.6 109 S7回4 - 335 499 736 237 
47 24 29.4 07 46.4 121 778 - 348 534 696 1re 
48 26 2i.O 倒 43.7 166 909 - 257 5¥?li 690 165 
49 23 13.2 02 41?.2 IJU 942 - 170 548 印3 145 
50 26 00.0 01 OU  176 38047 - 129 531 489 - 42 

51 部 04.8 140 59 2'l.7 219 090 - 129 519 894 875 
52 28 11.0 141 JS 08.4 '116 37659 - 417 587 590 

2滋5泌s 53 21 26.8 19 48.7 017 371 - 646 541 S併拘5
M 17 29.2 24 23.9 87929 S65ll -1417 662 :.:7989 ~ 57S 



22: ！／.｝手臓に方をける地磁叙分布2見ぴ3専の~1・に説いて

重野 2 5長 〈鎖的

鉛理E うT カ ＊・本分 カ
淑測勘右宇鋭 純 /If 綴 lit 

mm~誌カ 狽測依 異常・低 疋規磁カ 滋~館 異常健

。・’ ，， 。 ， ，， 
~悦v2 

γ 
-45! 2854γ 3 2891γ 0 86~ 55 89 19 25.4 141 29 86.5 ~487 

56 21 57.0 25 22.1 88000 618 -882 531 498 - S8 
57 25 so.o 18 ・S.'1.2 092 010 一108ヨ 516 560 44 
58 29 17.l 19 25.7 152 88159 7 489 66~ 175 
59 28 37.0 15 10.4 159 87侃8 -uos 498 694 196 
ω 19 53.2 08 55.4 086 533 -503 668 819 256 

61 17 45.0 02 50.5 偲8 900 - 128 584 527 - 57 
回 18 06.2 140 56 56.0 059 684 -875 588 693 105 
68 17 48.G 53 05.9 伺9 651 -418 595 826 281 
64 18 18.1 50 51.5 089 847 - 24:.? 593 879 ~'86 
65 SS 31.7 57 18.4 4回 88191 - 212 451 496 45 

66 悦 50.4 54 53.6 :!52 117 - 2お 478 472 ー (l 
67 S:.? 47.2 50 45.5 S'iS 278 - 55 496 460 - 36 
68 28 67.8 47 05.1 272 8.'18 6宅 581 509 - 22 
.69 24 52.2 45 04.1 227 35事 128 555 808 248 
70 18 40.0 45 33.0 117 001 - 116 596 部8 :14!? 

71 21 31.8 45 52.7 164 093 ー 71 576 84ヨ 266 
72 26 01.l 45 16.7 245 悦7 - 198 547 463 - 84 
78 27 O:l.8 46 14.7 257 287 .'10 5!J9 716 177 
74 35 53.1 55 53.9 866 210 - 156 470 575 105 
75 87 58.0 57 00.5 397 243 - 154 455 512 57 
76 88 51.7 57 31.5 410 224 - 186 448 616 1関
77 40 18.4 141 J.'I 58.8 861 87680 -731 422 879 - 43 
'IS 39 43.1 19 49.1 829 :!8289 - 90 420 646 226 
7.9 88 19.9 25 29.0 280 8791!7 -84..'l 423 577 154 
80 81 38.8 40 01.1 108 524 -579 45~ ~04 - 48 

81 27 56.4 41 80.2 034 661 -373 474 853 - 121 
82 24 51.6 幻 23.6 001 74!) -252 500 712 212 
83 21 28.6 84 IM 87959 998 89 528 7.'IO Z偲
S4 24 82.4 81 58.4 88017 88058 86 508 588 80 
85 15 83.0 26 09.0 37890 87736 一154 573 718 145 
86 12 44.2 27 27.9 886 519 - 317 500 29024 484 
87 37 89.S 5:.? 48.7 88151 891 -260 898 2邸43 245 
88 86 57.6 48 Qg,8 160 ll8012 - 148 408 69:l 袋副B
89 40 OU  41 12.2 242 37722 -520 ll95 526 181 
90 42 49.~ 41 42.0 287 :18024 - 268 876 58" 209 

91 46 10.2 41 08.2 例。 041 -s師 35! 5!lG 242 
9宮 49 81.6 44 01.0 総9 1!39 -2:m S29 604 275 
93 50 05.0 48 82.0 880 824 - 56 s~o 738 418 
9-i 50 01.7 58 85.6 856 110 -2-16 815 671 356 
95 50 04.1 58 85.8 lJS5 598 263 810 647 387 
96 52 12.8 89 88.0 454 1!15 -319 816 531 215 
97 65 18.8 84 R7.4 527 887 -140 S伺 565 265 
98 57 18.6 llO 57.7 577 4i!G -141 290 540 259 

99 ~b~ 40 00 88.8 28 07.6 645 87809 -886 !!70 29877 1107 
00 84.5 28 14.6 644 88tl0l - 43 271 

100 89 40 26.6 57 47.4 177 日7733 -444 375 27415 -960 
101 42 18.8 57 41.5 208 8S39l 】88 :!62 28694 832 
102 43 84.8 57 51.6 2~9 817 88 お4 640 286 
103 84 46.8 56 49.0 085 207 18ヨ 418 698 :&85 
104 32 08.5 55 2i.5 υ47 OSL :;4 48'1 5G::l 181 
105 29 21.1 57 55.4 87990 337 847 448 483 85 
1冊 25 06.S 58 28.8 914 :¥7985 71 474 500 26 
107. 21 44.5 56 47.0 806 拘228 357 必）9 (168 169 

~叩O!I 19 12.1 53 07.4 887 87659 - 178 510 677 158 
17 18.6 51 55.4 811 477 -834 538 68!) ~~g llQ. 15 45.:l 50 lil.2 788 533 『 255 5≪ 817 
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量廃 2 袋 〈績を〉

鉛 寵分 カ 水 平 分 カ
事量測致事F鋭 tt 度 線 ’E E規磁力 観測位 S亀倉健 定規磁力 源調位 異常値

。 ， ，， 。 ， ，， 
37i91 

y 
- s1l 2節目y 部.9Jl

y 

111 却 15OU  141 47 20.l 87480 358 
]1:1 14 悶.4 44 28.5 801 6.'19 - 1~ 556 邸0 却4
118 16 .'l.'i.7 4R 08.6 836 171 -6邸 547 861 814 
)14 14 84.2 tiS !t4.2 758 S.'15 -223 649 754 205 
ll5 12 84.8 5S 56.6 7!?1 450 -271 561 757 196 

116 10 44.5 52 55.4 694 275 -419 574 槌1 107 
117 09 00.5 60 S0.5 675 599 一 76 589 6S:? 4S 
118 07 12.6 46 83.4 662 407 -2時 前5 996 却1

119 07 01.8 44伺.8 縦割B oos 一回S 609 871 262 
120 05 26.4 42 14.8 649 S78 -276 621 819 198 

121 07 10.8 40 25.1 688 部S -325 612 735 123 
122 o：~ oo.9 44 26.2 600 325 -275 683 76S 135 
128 01 46.3 47 16.9 5伺 372 一 194 689 653 14 
124 01 25.2 42 41.6 579 279 -800 646 786 140 
125 00 80.8 89 47.0 576 056 -520 邸8 484 - 172 

126 01 39.8 S7 ]8.2 605 848 243 倍 l 901 2却
1幻 03 35.6 85 S.'1.5 647 677 so 似1 29017 幻6
128 06 52.8 85 16.1 708 508 - 195 619 盟786 167 
1・n 08 S:?.2 87 19.4 728 2関 -460 制7 747 140 
130 10 SJ.7 3S 00.0 773 422 -851 5儲 部4 須賀B
IRl IO 54..0 S7 10.4 7但 3.'18 -426 591 846 2弱
l:r.? l.'I ~.7 31; 56.9 814 565 -249 075 984 4G9 
lSS 15 17.4 89 17.3 回9 268 -561 560 920 360 
184 】0 08.1 86 47.9 854 5.'l9 -315 557 804 247 
135 17 42.6 84 42.5 800 82-1 - G6 540 838 鎚9

l:l6 19 25.7 88 55.4 923 935 12 5鈎 臼9 110 
137 19 06.0 86 19.7 907 772 -135 589 8嶋 269 
138 19 07.3 27 49.4 944 袋店170 485 547 部9 342 
189 18 25.0 26 14.S 988 051 us 554 回9 一必5
140 16 26.1 2!; 04.4 910 419 509 5槌 019 -549 

Hl 19 20.2 81 00.S 938 37793 - 140 5'13 問。 SSS 
142 28 但.8 SS S0.8 錨7 911 - 76 日5 648 138 
14:1 却 21.S 38 27.8 920 481 -439 .598 814 286 
144 20 49.8 41 05.S 917 98-5 JS 522 958 486 
14-5 21 27.7 45 12.8 910 758 -157 518 倒7 184 
146 21 15.7 48 07.8 894 9訂 6.'I 512 759 247 
147 加盟.3 51 12.5 866 507 -359 SIS 700 189 
148 舘崎 42.4 07 13.4 国S 581 - 152 7郎 872 167 
149 89 02 03.S 07 lii.8 740 784 一 6 688 739 局

1初 05 鎚．宮 07 69.3 7出 642 - 158 659 邸5 - 4 
151 07 02.0 140 5!; 21.2 877 邸4 - 13 668 GOO SS 
152 07 05.1 58 08.0 8!l5 739 -126 回9 819 1佃
1広3 07 W.7 141 00 47.6 859 MO - ~19 655 邸1 176 
154 07 87.9 OS 112.1 部2 675 -177 邸O 855 205 
1回 08 26.2 06 43.4 邸2 633 -219 6U 846 2師
156 邸 26.4 1l :IZ.9 779 171 -6佃 655 892 787 
157 04 01.5 JS SO.I 748 310 -438 668 泊9 ~ 
l・写8 O! 46.8 Ill 40.0 76.'l 問。 -457 6.58 657 - 1 
159 07 52.8 10 26.6 828 的O - 2.26 641 846 205 
160 08 42.l IS偲.!l 828 521 -807 632 755 123 
161 06 54.9 15 260 789 380 -409 642 725 83 
16!! 10 89.l 伯 Il.6 筏弘 58~ -802 6Z5 加。 175 
108 11 邸.4 08 28.4 926 696 -280 <r.t2 091 09 
J(i4 13 40.8 05 必 2 940 38011 邸 伺8 787 179 
165 16 S0.6 08 15.8 回2 3777~ -210 586 時4 - 2 
106 17 29.9 II 88.4 9肪 628 -ll58 576 701 1お
167 lG 10.7 IS 25.6 047 558 -889 580 73~ 152 
1凶 17 85.7 18 SO.Ii 958 882 -626 568 847 279 
1G9 13 25.6 14 15.7 906 454 -45:? 600 前2 262 



24 :W噂庫事に於げる地磁叙分布及び共の異常tit続いて

修 2 表 （績を〉

淑測勤番鋭 総 髭 櫨
* Z手分フ』

皮
疋税磁力護軍側他 異常値 匡広ま電磁カ淑測値 奥悩・依

。 ， ，， 。 ， ，， 
8789γ 0 SiaJ - 24~ . 

γ y 

loI 170 S9 11 52.7 141 11 26.4 28613 部764
171 JO 47.0 15 07.5 856 479 -877 616 7邸 150 
172 10 45.8 18 09.8 841 681 -210 618 978 365 
118 IS 45.:J 17 42.0 895 439 -456 594 776 182 
174 12 叩.4 21 07.4 865 748 - 107 601 982 部1
175'. 10 88.9 却 88.5 816 579 - 237 008 902 2悦
176 08 58.S 27 22.0 770 527 - 263 615 邸8 228 
177 09 85.0 30 26.9 770 240 - 580 607 823 216 
178 08 SS.5 83 59.9 787 878 ーお4 610 031 821 
179・ 88 58 49.8 37 29.6 557 174 - 888 669 824 155 
180 55 56.2 88 83.2 497 296 -201 683 8槌 205 
181 55 27.6 35 11.6 508 227 -281 6叫 812 118 

~8邸2 58 80.0 88 43.4 567 334 -238 676 903 227 
sg 01 rn.s 38 49.7 611 825 - 2.邸 658 851 ｝~~ 184 01 19.5 SO 18.S 629 820 - 309 661 774 

185 00 42.9 26 31.6 686 480 - 156 670 7邸 113 
186 00 45.7 28 45.2 648 640 8 672 708 81 
187・ 88 59 06.0 19 81.5 681 612 - 25 688 559 - l29 
188・ 39 04 26.4 23 82.6 711! 410 - 802 6-19 718 60 
1却 02 16.6 21 20.S 688 802 -881 665 878 218 
190 (a) 88 57 04.8 20 17.4 599 88070 471 701 900 199 
(b) 57 04.8 20 28.6 598 159 561 700 ー．
(c 57 09.S 20 21.2 601 187 536 700 一 一
(d) 57 00.4 20 21.2 598 190 592 701 一 一(e) 57 29.2 20 19.4 6冊 87品4 288 698 一
191 89 02 28.8 17 45.!} 701 780 29 669 28767 98 
192 04 12.8 17 04.7 735 860 - 875 658 716 58 
198 88 59 88.5 16 50.0 658 8114 - 324 688 777 89 
19生 58 48.7 18 52.4 655 572 - 88 697 950 253 
195 57 11.8 10 15.2 悦4 657 13 711 29082 821 
1偶 56 08.0 18 14.1 611 535 - 76 715 28002 187 
191 54 07.5 15 34.0 569 403 - 166 725 848 118 
198 53 88.4 18 511.S 546 458 - 88 724 869 145 
199 55 22.8 21 50.6 5B4 例8 84 710 985 225 
200 56 08.4 24 59.6 同S 478 - 85 701 716 15 
201 55 5~.7 28 12.4 546 701 155 G99 575 - 124 
202 54 89.0 80時.1 512 240 - 272 704 907 208 
208 52 18.8 34 59.0 456 148 - sos 715 799 84 
204 49 45.4 34 51.5 411 203 - 208 731 812 81 
205 47 84.8 32 14.0 886 8i6 - 10 748 29090 84.2 
206 (a) 48 28.8 29 10.4 414 38442 1028 746 141 395 

f~~ 47 48.8 29 48.l 899 一 一 750 一 一
47 00.0 20 89.0 S加 87284 - 102 755 一

207 46 主9.2 26 48.4 887 187 - 2叩 768 28921 158 
気l8 47 39.7 24 28.7 420 282 - 188 757 9lll 164 
209 49 !l6.5 21 85.8 466 827 - 189 747 981 284 

210 ~~~ 51 56.4 21 05.6 509 986 427 783 29022 289 
δ2 15.2 21 16.4 518 577 64 781 一 一

(c) δ2 42.6 21 19.4 521 728 一 一
211 59 08.6 140 54 45.8 746 893 - 413 717 29112 895 

212 ~b~ 駒田.2 58 45.9 707 672 - S5 718 28887 119 
58 17.6 59 26.4 710 413 - 297 716 一218 57 00.0 141 OS 28.1 669 267 -402 720 銘864 144 

214 52 46.4 18 21.1 554 315 - 289 786 883 97 
216 50 IS.O 11 06.2 522 218 - 804 756 720 - 86 
216 47 81.0 12 48.0 4切 225 - 241 771 822 51 
217 50 06.5 14 29.0 505 2鵠 -217 753 邸1 108 
218 (a) 50 45.5 16 88.9 507 却1 -216 746 897 151 
lb) 51 31.7 19 80.2 508 428 - 85 737 一 一



岩手蘇1：：：於It7.地磁然分布及び築。：英領・に就いで 部

爺 2 .ij俊 ＜•賞金〉

鉛 iK 分 カ 7Jt 卒 分 カ
磁調勤番鋭 総 l1f 緩 ltt 

正税磁力I •測他 ｜ 州健闘磁力 叡測値 異常依
。 ， ，， 。 ， ，， 

87・俗4γ 37374 - 116 お739γ 
γ .., 

.219 Cv) 38 50 49.1 141 ~ 2<1.6 一 一
220 (v 46 54.S 25 48.2 4凶 2il0 - 172 760 一 一
221 (V) 46 47.4 28 11.5 !i90 270 - 120 7時 一 一
22:? 44 5U 30 50.2 844 287 - 107 'i()l 289宮S 1鵠
223 42 36.0 31 01.4 !105 118 - 187 i 7回 926 144 
盟4 40 49.6 27 00.5 2$9 798 941 148 
225 4'! 03.0 24 15.8 825 27!l - 46 793 895 11>2 

226 42 12.9 20 02.0 34() 1118 797 8邸 86 
m 4S 15.5 18 5!1.S 454 204 - 251 760 8却 120 
228 46 27.5 20 05.ll 418 247 171 770 884 114 
229 44 07.4 JS 08.0 S鎚 281 - 100 787 842 邸

280 45 29.1 15 41.0 419 189 - 280 781 820 39 

281 (R) 44 28.5 12 10.1 417 362 - 55 792 766 - 26 
(b) 45 26.0 IO 4i.3 440 787 一 一
282 46 19.0 08 45.fi 464 :!18 - 246 784 28511 - 273 
238 45 18.6 04 48.4 464 458 - 6 795 547 - 248 
却4(V) 44 09.9 。12 20.S 454 931 477 鴎5 一 一
285 44 30.8 01 06.S 必5 934 469 804 28571 - 233 

236 (a.) 47 04.2 140 51 Oll.5 554 36567 - 989 799 445 一部4
(b) 46 19.8 51 56.0 SSS 37244 - 291 803 792 - 11 
237 45 46.4 54 06.li 516 ~~ -826 

8悦 754 - 50 
238 (a) 44 82.7 57 12.1 488 - 19 809 £62 - 147 
(b) 4.~ 86.S 59 14.3 457 660 208 812 一 一
239 43 4~.6 141 03 4!1.2 441 757 316 8C'6 袋路・17 - 189 
鈍0 43 24.6 05 06ぷ ぶ：o 6槌 288 8Ci7 557 -2拘

241 43 50.8 C6 2!1.0 431 451 20 8G2 591 - 211 
242 (v) 44 27.6 09 14.!l 430 373 - 57 795 一 一
248 位 16.7 06 22.7 405 713 808 818 28784 - 29 
244 (V) 4Z 31).3 JO S6.8 お2 385 ー 7 回5 一
245 41 06.l 11 16.8 364 446 82 815 28988 128 

248 41 18.4 cs 4.J.O 876 567 191 8i6 868 47 
S47M 40 15.6 06 41.0 868 5伺 J98 825 一 一
248 41 26.2 OS 43.2 401 8邸 484 821 28826 5 
249 (v) 42 20.l 02 43.5 421 8槌 447 ~~~ 一 ー－．
250 (V) 43 24.6 01 182 446 858 ：~~ l 一251 (v) 45 18.6 02 00.4 475 847 798 一 一
252 (v) 46 14.4 。0 (15.6 499 413 一部 794 一 一
253 47 28.4 140 59 的.0 5t4 337 ー187! 788 28回5 - 153 
路4~b~ 48 17.8 55 51.2 552 487 - 65 785 7J5 - 70 

47 45.8 54 18.8 551 206 ー845’791 一 一
(C) 4S 25.4 57 21.7 548 一 788 一
255 50 48.!? 54 85.6 599 20l? - 397 771 沼田7 56 

2時 53 18.2 57 侃.7 632 878 - 259 •52 961 209 
257 50 22.2 58 17.4 579 292 - 287 769 727 一位
2時 49 27.5 141 01 17.8 549 4!15 772 6邸 - 87 
259 47 566 悦 26.6 510 384 - 176 778 632 - 146 
2印 50 2宮.7 05 51.8 546 222 -824 760 728 - 82 

261 52 39.0 07 19.4 579 

ss！~ 時r
-257 744 781 - 13 

262 89 45 (6.9 11 88.8 総456 -lli8 392 693 301 
263 46 20.9 14 49.3 461 - 19 sso 910 530 
264 46 40.5 18 55.7 450 276 - 174 374 600 226 
2邸 49 35.9 22 09.2 4邸 810 - 175 351 466 115 

2邸 50 34.7 27 87.l 479 225 - 254 889 543 204 
267 印綿.6 30 52.6 仮出5 639 174 部5 952 617 
268 52 05.4 お部.0 468 388 一 85 820 あ78 2部
269 54 39.6 45 国.6 必S 476 SS 293 574 281 
270 58 54.9 44 24.2 547 506 - 41 266 514 248 
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先~ 2 表 〈績を〉

鉛澄分 カ 水平分 カ
貌測it容貌 綜 at 組 皮

正規磁力 事E測値 異常値 正規磁力 事E測値 異常備
。 ， ，， 。 ， ，， 

8862; 鈎5仰y - 24 28288 官 お498γ 
γ 

271 40 08 15.6 141 48 29.9 260 
272 07 11.9 42 23.6 698 420 - 278 212 459 247 
278 17 Sl.5 45 s.~.o 部2 89458 606 189 280 91 
274 ~2 4!l.S 44 21.4 947 850 403 105 205 100 
275 26 8:).9 40 27.2 891伺 邸5 - 111 188 462 279 
276 28 23.9 84 39.0 凶2 242 160 076 095 19 
277 10 52.1 4.~ 58.5 88749 150 却 1 18f3 的8 442 
278 IO 20.6 40 12.2 755 製弘22 -883 193 748 550 
279 07 55.6 46 46.0 688 39006 318 203 350 147 
280 04 16.8 50 04.4 611 170 559 224 127 - 97 
281 89 59 58.7 58 O.'J.8 527 83724 197 250 807 557 
282 56 3!!.6 50 12.¥l 481 446 - 35 275 5槌 :ns 
283 47 S9J> 87 811.2 885 819 - 66 848 593 155 
284 47 04.8 SS 03.8 395 096 - 299 356 669 813 
鎚5 86 50.1 so 15.7 285 S7850 一泊5 428 605 177 
286 SS 26.4 84 2il.6 244 S切符 -209 418 676 !?63 
部7 S6 24.4 88 48.15 190 s1sr.1 - 333 421 6偲 187 
お8 85 47.1 48 54.S 157 816 - 341 420 650 280 
280 'if! 26.:1 57 39.2 127 38044 - 8S 8ヨ5 695 300 
290 35 52.8 56 偶.0 l06 050 - 56 鶴8 746 340 
291 Ca) SS 19.8 55 51.6 150 725 575 891 949 558 
(b) 88 ll.7 55 54.8 148 190 51 301 一
292 87 39.3 54 24.5 144 240 96 806 28970 574 
293 86 11.2 同 03.5 121 150 29 407 9随 ・579 
294 お 18.S 5:J 26.S 113 098 - 15 414 565 151 
2!l5 89 33.2 56 04.1 169 878郎 -304 ssg 607 225 
296 40 50.4 55 57.8 190 861 -826 374 570 196 
297 41 12.4 57 47.4 190 88410 220 869 650 部1
293 la) SS M.5 57 56.2 145 36月 220 387 614 227 
lb) 88 34.li 58 01.5 145 067 一 78 887 一 一(c) ~ 46.0 58 00.0 147 87・180 -667 385 
（・l) SB 89.5 58 25.2 14-l 一 一 886 一
299 89 05.0 11 10.8 855 飽534 179 433 回411 - 2:? 
300 (a) SS 11.4 ll 27.1 888 004 - 334 488 826 - 112 
(bl 部 25.3 12 47.9 331 87925 -406 486 一 一
801 Cvl 85 os.s 12 24.0 281 930 - S5l 458 一 一30ll ( v II n"l SS 58.8 12 34.0 26~ 38143 - 119 466 一(h) 83 05.1 12 47.2 246 l95 - 00 471 一 一8(13 (n.) 32 46.8 12 04.6 24~ 454 212 474 部496 22 
(bl 33 00.7 11 80.8 1151 89089 SSS 472 一 一Cc l 32 52.D 10 53.9 249 88735 486 474 一 一804 In) 33 31.2 10 24.8 264 592 828 471 ll8769 .298 
lb) S.~ fiS.8 】0 05.8 272 714 442 468 一

鈎5 84 31.8 10 24.8 281 40003 1812 必4 !?8818 849 
SOG Cal 32 29.2 11 211.2 .241 88765 524 477 898 421 
tb) 31 o!i.8 11 27.3 23l 28l 50 480 一 一(c】 31 22.l 12 29.3 218 572 S54 488 一S07 !al 31 48.8 12 5Q.4 Jr.l・I: 41848 お，24 480 28759 279 
(b1 ll2 15.4 13 18.2 229 87711 - 518 生,16
(r.) 81 85.8 13 43.3 ~17 38035 - 182 480 一 ・．
(rl) 81 06.8 ]3 54.7 208 一 一 488 一(el so 05.5 13 38.0 192 一 一 400 ー 一308 SS 00.0 10 21.8 287 88897 -610 4Gl 27413 -104S 

$似｝ ll8 42 14.4 00 58.8 87427 87900 478 819 28741 - 78 
810 (v) 41 06.l 06 27.8 却9 861 452 827 一 一
8II 89 49.8 00 54 .. 5 3邸 966 5801 885 28774 - 61 
81!? (V) SS 17.8 00 45.0 859 38029 。70i 制S 一lHS VI 86 21.7 01 却.3 Sl:!S 37840 526 857 一814 (V) 85 12.9 侃 66.7 800 780 480 863 一
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第 2 ~侵 く鎖的

寝側磁草書按 鈴 度 包 度
鉛 在分カ 水平 分カ

国Elfl磁力 観測位 異常値 正..カ 事E測健 異常位
。 ， ，， 。 ， ，， 

8732t 
y 

S9s 袋副ss1
y y 

815 (v) S8 S5 40.0 140 58 52.9 S77U 
816 (V) S7 41.1 59 13.7 856 

町時鋭7間: 
580 851 一 一817 却 01.5 141 OS 85.5 31・0 498 837 却時4 217 

818 (V) 46 :.17.6 位 5-t.1 491 247 790 一 一819 卸価 84.6 09 2U  792 619 - 178 657 28675 18 
320 C11 28.8 09 56.6 822 550 -272 

6“ 881 187 
821 (18 82.0 08 :.!6.6 846 37598 - 248 6S9 825 1曲
822 08 20.S 開伺.8 844 535 - 809 MO 846 206 
828 偶 82.0 07 加.s 8号。 572 -278 6長。 814 174 
Sl!4 08 10.2 05 82.8 852 872 切 白4 位4 260 
825 06 52.5 07 16.l 8'.M 86915 - 909 出l 780 79 
826 。7 印2 C11 35.9 838 S759S - 245 。生4 7!18 149 
Sl!7 09 88.6 07 54.2 8鴎 447 -421 632 774 142 
828 11 ss.s 07 Il.9 9(』4 638 -266 620 部3 263 
鈎9 88 58 48.1 忽） 48.4 541 417 ー】24 ni 901 180 
880 (v)(a) 5~ 04.7 加 44.6 510 978 468 732 一(b 52 29.5 20 25.4 E倍。 714 191 780 一 一
881 (v):g~ 53 24.8 19 54.5 SSS 5邸 17 725 一 一52 49.8 19 24.8 531 駅l9 - 22 729 一 一(C) 51 37.5 却 25.4 51•4 447 ーお7 786 一 一882 Cv 52 05.:l 22 42.8 508 839 却6 730 一838 (a) 52 51.2 28 22.4 518 857 - 1時 7114 復期5 79 
(b 58 48.1 21 4-;.s 5S7 578 41 7:?0 一 一(c) 54 42.6 20 44.6 回7 持7 so 715 一
884 (v)(a) 55 18.8 19 46.0 571 712 141 713 一 一(b) 55 47.l 18 56.4 訴訟 5拘 16 7l<t 一 一(c) 五6 31.1 19 21.2 5悦 618 24 7街 一 一
(d) 57 o.'1.1 19 17.8 604 875 271 7偲 一 一885 (a 58 25.i 20 03.2 624 S.'14 :.110 692 製路却 - 32 
(b) 57 49.0 21 02.S 609 9!?2 818 6回 一(C) 57 08.7 21 SS.2 593 917 824 699 一 ーー
(d) 56 05.5 20 52.4 519 7却 151 706 一 一
836 56 18ρ 28 15.8 578 620 47 702 2飽；s lil 

却S舗＇（叫b叫~： 
51 15.9 23 09.2 5!10 600 10 006 2叩55 359 
57 48.4 24 89.2 592 646 54 6宮1 一
即日.1 22 57.2 62$ 861 - 262 638 28740 57 
印 45.4 21 87.4 回9 481 -I国 回1 一 一889 回 01.4 24 47.0 4的 lrol -169 7・U 28667 - 74 

840 (V) 50 27.6 25 56.0 462 お5 - 107 737 一 一
841 51 87.2 25 46.1 482 891 - !)! 730 問r~ 270 
842 (a) 53 01.6 25 43.4 5凶 部総9 881 7詰i 408 
(b) 52 58.8 25 45.2 506 4$.'i 929 721 一(C) 52 46.6 25 49.7 s· ~'l 初8 705 722 
(d) 58 却.1 25 48.2 518 一 一 717 一 一(e) 51 45.S 25 29.6 588 87874 S部 709 一 一848 (v) S9 S6 56.4: 08 36.8 おおO 8剖as -292 必O 一 一844 (VJ 86 04.8 <Jl 66.0 816 95S - SGS 466 一 一
845 ~~） 85 却.4 07 27.8 sos 針。70 -288 必2 一S4(l ) S3 46.5 00 45 .. 2 2齢 88013 -271 473 一
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§8. 地下の物質と掻凱磁場との理論的関係

地下の物質による表面の擾飢磁場を理論的に求める需には，その物質の形を単一佑し，且つその

物質が地球磁場の感感のみによって磁佑してゐると仮定した方が便宜である．

一般に地下物質が地球磁場の感臆のみによって磁化してゐる場合の磁第ポテンシ令JレPはPoisson

の定理に依って

dQ ~d(l/'1') 
P=Iー＝＝I＞ト一一司d1'
ax ax 

で奥へられる．但しと Lで磁化物値は均一言tものとする．

上式で

I : 磁4むの強さ
Q：重力のボテンシ4・Jレ

s：磁佑の方向

1' : 個々の徴小値積のとポテンシザレを求める貼 P との距梅幸

郎ち均一磁化物越の磁無ポテンシャルはその物腫自身による璽カポテンシ...）レの鍛分商に比例す

るのである．

上式を方向 sについて積分すると s方向の磁力が出る．

aP T a2Q 
－ーーー孟孟』E・E・E・－・E・
as 【 axas 

即ちs方向に於ける磁力は磁化方向にJji.行た霊力分力のs方向に投射した成分に比例するのであ

る．

今，一つの坐棋系（:r.yz）を考へる.xy .lf面を水平面とし， z軸の正の方向を磁北の方向にとる．

sは鉛直下方を正の方向とする．

徴小値積 d世の座標を（仰z）としポテンシ....）レを求める鮪P を蹄｛舶にとれ磁佑の方向を＂ 1・

Pかられまでの距離を少とすれば Poissonの定理は次の犠に鑓形せられる．

タの正の方向を Pから d切に向ふ方向とすれば 修 11 悶

d(l/r) 
P＝ーI2;--;z:;:;-

d(l／，・） d1' 
=-12;－→・一一『伽

d1' dr1 

「l/iJr a::c ar au ar ?z ¥l = 12;1－（ー・一一＋ー・ヱム＋ー・一一iI 
L1'2 ＼θx ar1 av ar1 az ar1 /I 

U軸は 1'1方向に直角であるから与＝0である・故に
d，・2

z 

x 
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P=J.：£［主（~c叫デint)]dv 
ん一・い江川ル

~ ..... xHo+zVn. 
=02,;－＝－；ー ω・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（13J

－w桃山棚ー一件角樹樹
宿伏地地

力力

防扮

のの
規規
正正
〆E、r’、

のの
dbdも
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以上は一般の式を誘導したのであるが，戎に地下物質の形を特殊たものに仮定して，その上の磁

場を計算して見上ラ． 官事

B Pf'2:.nnl 。
(i）斜に落ち込んだ暦による磁場 :r 

今地下居は下方及び紙面に直角主主方向に無限に延

びてゐるものと仮定する．叉厨の浮きは岩眠頭まで

¢深さ Zott:比して小さいものと慨定する．

断面.：1B上の短距磁力を求めて見ょう．

ABは滋主弟子午面と角 εをたすとすf北から西i三
信 13 閑

測った角を正にとる）．

直角座慎（:.c’uγ）を考へ，その／.（；｛酷を岩瞬頭の霊－
直上方の地表面にとる・ B p／づ氏 .lr·－~O 

:t' 
z’u’平面を水平にとりが軸の正の方向を暦の傾

斜してゐる方向にとる （B の方向）.s:’軸の正の方

向を下向きにとり， u’は :r:'a'-1'面に垂直主主方向と

する．

暦の償1J、世積ゐ（:r;'y'z’）による断面 AB上の鮎 PのE島範ポテンシ＋ルは（13）式によって，

..:z;宵aムzVo
dP= C乏で~o

A 

A 

である．と Lでsは Pからのまでの距離の地平面上の投影を頁に磁京子千商の方向に投膨し？と

成分である.zはその水増益であるから

z=z’ 

x=(x’－x0}cos £-y’siu e 
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である．故に金物質による P騎の磁第ポテンシ-rJレPは

f JJ'a:＇－仙 coseγ町村’H0sin& dx’dy'dz’ 
M 

ヨえに座棋の同特捜位を行ひ3 原踏を岩眠頭に移動し，更にg’軸のまわりにαだけ同糊する．と

の新座棋を （:i:"y''zっとすれば，がは居の延びてゐる方向， s”は腐の厚さの方向， u”は断面AB

K直角た方向とたる．故に

z’＝:i:’p cosα＋.e”sinα 

ぜ＝ず

s’；zo+:c”sinα＋z”cosα 

居の厚さはうすく且つ一様と仮定してゐるから a”は近似的に零と見倣す事が出来，且つ

d:i:'dz’＝consも.d:c＇’ とする事が出来る．叉比の常撤は厚さ dに相官するから， R を新原鮎と P

鮪との距離とすればポテシ＋ルの式は吠の様にたる．

f嘩f曲 Vo(so+:i:”sinα）＋H0cose(:i;九08ct-3:0)-y”HoSine * 
P=20dl l 、 ・』 d!D'dt1’・Jo Jo (.R'温＋a:吋 ー 2a:'’Bcosλ＋ν吋 f/i - ., 

• Dr. Haus Haalck: Die magnetischen Verfahren des nngewnndt佃 G芭ophysik.S. 57 に於ける

滋叙ポテシシザレの式

(""'V(z，。＋x”ein~）－Hcos e(x0-x" cos~） 
P=CI 
Jo (R1+z”＇－2x”Reosα問

陀到しでは疑問がちる．との戎でほ

r=yit•+x’時－lb；”.Reosα

としてゐるが，とれば第四国で列る様κ磁気ポテシジ十月々求める勘 Pが原助から相Zt遣い所で近似的に成立
するものでるって航路隣況では成立しない．然るに必要な部分は原動隊涯である．富士に T俗筆者が本当ヒ中lt:"0い

た緩に

テ＝iJR'+x’柑－2x”.Reos入＋y"'
としなければならない．

叉， Hnalck は U”方向を考へる~、lJ'Jなしとして計算には入れてゐないが，援混L磁カの絶望野健を考へる時は失

政 PU”方向も考慮しなければなbない.y”-Jr肉を考へないニ次官では計算で出した聾簡雄カの形紙袋らないが，
その紹到依が鍵って来る．絶望事他が担。て来れば貨際取測から出した袋飢カをとそのま宅K入れて磁化の認さIを求

める様な時不促であるから， u”方向も考慮l亡入れて貸m債依のある王むを砲した方がよいと思ふ．
序ti:Hna~ck の求ll>た援飢磁カの式を勾唆しておかう．

( • cos ~－x" sin α－R0cosαsin町、aP _ O・ V I I 

a;;=.1!'= R"(xsinα＋：co叫 1－写側e［（ペ目町｝影山α＋xz(xsinα＋zcoscx)Jt 
fR'cosα（x+Rcos α）＋XZ(x凶nα＋zcos~）aP _ O・ V I --1.ー，，，

az －~－ R'(xsinα＋tcoe~l＇）－予畑中S山α＋R＇側αsinα一向Sα1
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とれを先づ ν”について積分し共にど’について積分すれば

il'=20dl -{(z01i 0-.xJ.lr0cos e)+R cos >..(V0sin叶 Hocosεcosα）！ームー
I .Rsinλ 

-tcvosinα＋Ho cosεcos蜘 gR!+Hosinεω日出入)J

巾にたる項］］

今の場合上式-c:無限大に主る項は考へi乞入れ主主くτもよい・
Xo1 Zoを夫々 x,zと書き夫々の項について Vo及び H0cosEについて趨めると

P= -2Cdl IVo(z +R cosλsinα）－H 0 cos e(z-R cosλcosα）トー主一
I Rsin λ 

＋~(V0sinα＋H0-c…OSα）log R2 

~H0sinE附

Pを s，或Eλは zで償6子すると夫々援荷L力の7}<..:t子’及び垂直分力が得られる．

aP 2CV r 
;;--=:F= －τ:;-1lal(xsinα－z 
ex .J:(," 1 

Ho・ R(x-Rcosα） 1 ＋包cose{x cosα＋zsinα）一－sinεl
V0 V6 R-xcos α＋zsin α1 

8P 20Vn I 
一？三 Z＝ 一＝デdi(x cosα＋zsin α） 
oz .er,－』

Ho ＿，・、 Ho・a Rlz+Rs:in α） I 
--cos e1x smα－z cゅsαj一一一 ε I 
Vo 、・ V0 R-xccsα＋zsinαI 

ABが磁鎮子午繰の方向にあるとすれば

ε＝0・叉は isr,。

である．今 ε＝⑪たる場合を考へれば

2CV, I 訂 1、
F=-w刊（xsinα－zcoso:）＋可c~cosα＋z sinα） I l 

・・（14)

ー ト・・・・・・・・・・・・(15)
20V r: .T:T l I 

Z＝ 子勾lexcos o:＋河川）ーす山α－zcos 0:1 I J 

31 

今縦軸の車位を CVod，横軸の単位を zとして断面 AB上の優品l磁力を撞いて見ると第 14阻

の様に主主る．

ヨたに £=90・たる場合には
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円CV I 、."R'o R(a:-R C!9_Sα） l、
F＝一__:_!_Qdl(xsin ct-z cosα）－:!l' I ¥ 

l ’ V0R-xcosα＋ssin αl I 
i －－・・・・・・（16)。CVr Ho R(s－トRsin α＞ l I て~di(xeosα＋z sin ctl一一 I I 

.Lt‘ L V0 R-xcosα＋zsinαJ J 

前と同様の単位を用°＇て固に蜜けば，第 15聞の級にたる．

策 15 図
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さたに地下に上記の如き府のある時，表面磁場から深さ z，及び地主F-繰との傾き αを求める一方

法を述べ主う．
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今居が東西に延びてゐる場合印ち（15）式で表はされる場合のみを考へる．

(15）式に於いて F,Zの極大，極小の位置を求めて見・ると

F : ma.'". x_Vo e伺 α・－H11sinα－To -・7
V0sin α＋H0cos α 

F: min. x-Vo cosα~Hosinα＋2'o. 

－ V0sin α＋II0cosα 
:c-_ V0sin α＋Ho cosα－1’” 
－ Voeosα－Ho sin α 

Z: max. 

x= Vn sin α＋Ho cos α＋1'o 

－ V0cosα－H0ein α 
Z: min. 

でるる．

今 L1't.r.る孟を考へ

L1=xzrnux-XP111nx 

とすれば

To-V0(sinα＋cosα）ーHn<cosα－sinα）
(V0 sin α＋H0cosα）（ V 0cosα－H0sinα） 

第 10 岡

0.70: 

ム一勾

1;白線

T,:O.li r 
0.4吋 n.=o.s r v. 

V,=0.4 r 

o.鈎
， 

／ 
u 

／ 
0.1 

/v 

』．

ー』－cc

・（17)
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0.20 
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るあで－20
 
一V一＋－H 

J
v
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 T
 
に

に

様

L

同

と

Li~さXzru1n-XPmin 

_ 1'0+Vo(sin ci+<'os ci)+H。（co直α－sinα） m 
To ・ －・・！18)

(Vo sinα＋Hocosα）(V0cosα－H0sin α）ー
たる量を考へる．

今 L』＝n1z1’0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（17)'

L~＝怖2z7'o

とすれば，句”’hは何れも αのみの函教と友る．然る時lま

L1 t11 1'n-V,,(sinα＋cosαl-H0(cosα－si ． ・・・・・（19)
Li "i 1'o+ Vo(sinα＋cosαJ+llu(C。sα－sinα）

L1/L2 拡 α のみの~撒であるから，今 Vo=0.4I', Ho=0.3 I' としてグラフに盛いて見ると第

四国の様にたる．

叉 L，を zToを皐位として， αに就いてグラフに査けば第 17闘の様になる，
Li/L~ の宜負の定め方は Z の極大，極小の位置から夫持 Fの極大，極小の位置に向けて引いた

策 17 関

4.0 4.0 

L1 曲線
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3.5 H0=0.3 r 

3.5 

v.=0.4 r 
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矢が同方向を向けば L1/L1はE，反封方向を向けば負でるる噌

第 16囲及び第 17岡と（17）’式を用ひて α及び zを定める事が出来る．即ち質測から L11L2 

坊主キljるから第 16固から質測の L』fL~ に相賞する α を求めるととが出来る．

弓たに第 17闘を用ひてょに求めた αに相官する L1の値 （zT0を単位とした値）を求める事が

出来る．郎ち仰lの他が判るから（17）＇式を用ひて zを定める事が出来る．

zとαが定まれば（15）式からCが求められる．師ち磁化の強さ Iが：：.Rめられる．

然し乍ら質際の場合に於いて Zの極小の位置を表はす事は困難であるかち，との方法iま理論的

範囲を出る事が出来友い．

Zの極小の位置を用ひるかわりに次の棋にすれば質際的慣値がある．

質際の例に就いて最もわかり易い酪は Zの抽・大の位世， F の極大及び零の位置，並びに極小の

位世である．との中前三者を用ひて α及び zを定める方法を述べて見ょう．

F=Oたる酷は（15）式に於いて

(x sin OG-z co!J ex）＋争（xcosα村山α）＝0
v 0 

を満足するの位置である．印ち

La君主る量を考へ

とすれば

x ... =Y.o cosα－Il0 sinαz 
吋 V0sinα＋H0cosα 

La'=Xzmn~－XF，。

7'11-V0sin α－Hoecsα 
La＝一 ・z1’0 ・・・・・・・・・・・・（20)
(V0cosα－H0sin α）(Vo sinα＋H0cosα） 

とたる．次に

L1_'J.'o-V11(sinα＋cos OG)-H0(eosα－sinα｝ ．．．．．．．．．．・・・・・（21)
L3 To-Vo sin α－H0eosα 

工，2/Laをαについてグラフに盤けば Vo::::0.4I', Ho::::0.3I'として第四聞の様に主主る．

叉んを αについて盤けf±＇第四闘の様にたる．但し縦軸の単位は sれである．

ム／Laの正負の定め方は， Zの極大の位置から見て Fの極大及び零にたる貼が同じ向きにあれ

ばE，然らざれば負である．

Laの正負は F=O主主る舶が Z::::mnxの蹴より南にある時に正，北にある時を負とする．

'.tlf:例に於いて α，sを求める1時には先づ L1/Lsの値を求め，とのf直に針ずる α を第四回より

求める． αが求められると第四回よりんのfl立を zT0を車位として得られる．
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第四岡
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、悼

質測から出したんの値を lmとし，第四国から求めた Laの値を，uとすれば

Ln＝”azTo=l 

一仏

上式を用ひて岩脹頭までの深さ zを決定する事が出来る．

此の方法は F=Oの位置をどとにとるか，自1ち正規の磁場のとり方によって獲るものである．周

囲の岩石による磁場がわかつてをれば，それを基準にとってその他からの差を以て共の岩脹による

僅凱カとしたければたらたい．敢に周囲の岩石の磁気的性質の未知のものについては油－用出来たい

のである．

衣に一般の場合l'C'i適用し得る方法が上と同様た方法で得られる．

とれには Z極大の位置， Fの極大及び極小の位置を用ひるのでちる．とれ等は何れも正規の磁

場には無関係であるからllh線が得られると直に求められるものでるる．

今んたる茸を

とすれば

Ll＝・初1・m1n-XF阿拭
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との第三の方法は一般

の場合に油用し得る方法

である．

以上越ベプヒ三つの方法

は何れも非常に精密主主測

定結糸について遁用し得

るものであるが， ζれと

ても相宮大きた誤差の入

る事を究惜したければた

ら友い．

磁朱子午商に直角な断面に封しては s=90・であるから（16）式を用ひればよい．然しとの場合の

お

故に

L, =-ti・〆To=l

一－
JJ”ー一一一一一一一一
n,:i. o 

法手層重It:於ける地磁然分足首及び主主の具箱•tt:続いて

L4= 2 ・zTo－－－－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（22)
’ V0sin c品＋Hocos t品 w

壬！＝＿To-Vn(sinα＋cosα＞＋Ho(sinα－c凶 α）．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・（23)
L, ~(V0 cos <:t-H 0 sin α） 

おL, 

I1 i 1 1 ~＝：~ M 

M 4.0 

0.3! 3.0 

ol 

00 50 tu 

F l念断商の方向の疲簡L分力で・あるから質測のものとは異b，決の式で求めたければゑらたい．

F=H cos（ε－dD)-H0 cos s 
上式で ε＝90’であるから

である．

F=HsindD 
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第 15聞の蹴仰との位を霊いたものである．

(ii）鉛直下方に落ち込んだ薄い厨による磁場

第 ~2 岡，第 23 囲に示した按に地下居は下方及び水平方向の一方に無

限陀延びてゐるものとし，居の厚さは深さ Zot'(比して省略し得るものと

する．

今との居の端の直上に原鮪をとり，水平方向の居の延びてゐる方向にど

軸をとる.z’軸は鉛車下方とする．

断面 AB(x’軸と一致す〉に於ける其の物質による磁場を求めて見ょ

う．

B 

係 22 関 ~ 28 図

Z骨 E A 

p(:toOO) d.v 

z' 

素超積れ（x’， '!J’， s’）による P(x0,01 () I賄の磁窯ポテンシ十Jレは（13）式より

d才一＋zVn
dP = O－－＝..！！..一一－－＇！.clvr’ 

而して

x=(x’－x0)cos e-y’sine 

z =z’ 

であるが厚さが部いものとすれば U’は近：m的に零と見倣し得る．
故に暦の厚さを dとすれば，差益物質による P 勤の磁気ポテンシザL P は

f岨r世 （x’－x11lHncos a+z’Vn 
P=Cdリ l ””・－－・叫”dx’dz’Jo J,. l(x’－xol2+z司｝3/•

x', s’について積分を行ひ夫々の限界を入れると

虫駆 21 図

A 

γ 

P=-Od［円log(.R-x) ~Ho cosεlog (R+.z)) ・・・・・・・・・・・・・・・・（24)

但し上式で x,.z lま夫々 Xo,Zoであり， R は

R＝伝写子

である．

89 
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震貫l，カの AB方向の分力及び鉛直方向の分力は

aP ~ Odl~ ~ x I 
a;= ＝引 。－..ttoCSS・百五｜

aP ~ car~ z .ー 1
az = ＝五10 "ii二二－ oC つ

j
 
，h
u
 

向
4，，‘、

、B1
E
FE
r－
－
B
EJ

(iii) 有限君主幅を持った薄い居による磁場

(ilの場合と同様た形を有するものでるるが，只 u’方向の幅を有限とした場合に封しての表面

の疲慣！織力を求めて見る．

との場合は（i）の

場合の fの限界を

0→∞の2倍とする z’

かわりに－h→hと
すればよい．但し2h

を水平方向の唐の幅

とする．然る時はポ

悠 24 関

:z;' 

百’

テンシキJレPは

f個γhV0(z0+x”sinα）＋H0coss(a;”cosα－xo)-y”Ho・sin
P=Od I / Vt n sda;”dy” 
Jo )_,. (R~＋x’川－2x＇’Rco唱入＋y叫）

とれから

P=Odf vnlsinα・loR虚空豆土主＋2(z+Rc伺丸山α）tan-1 ゐsinλ i 
lυ1 "'y-W副首－h' Rsin入 R-yJii平h"cosλi 

+H  cos e fcosOG lo~両三担 2(Rcos\.cosα－x) _1 h si叫 ll 
0 l . !5花守京コ＋ Rsin λ ・tan R-fiifa石~cosλJJ

・・（26)

m方向及び z方向の分力を求めると戎の梼に主主る．

aP O・Vn・d・h「 2<.1dw有 2-Rxsin }I.) cosα1  
？べ三ff；；；：；：：：：－τ4己＝l-2xsinα＋ 「一一一－ ¥ 
'a; R''VR~＋νl 'JR温＋ν－Reosλ l

岳cosE fa a: COSα＋2(z雨空翌三Rxsinλ）山αl11 
Vo ( . yR活＋lf'-Reosλ1JI 

f)P O・V m・d・h r 2(x}Jii+"j;斗 Rzsin九）cosα ｜一一：＝Z＝一－－－；；＝＝＝J2uin ct+ . I az R21/R温＋h2I 'JR場＋ν－Reosλ l

+ Ho0 __ e foe cos 2fm1'R'+h~＋Rz sin )..)sin叫lJー－ ··~ , ct- ・ I I 
Vo －~ ( yW平副－Reosλ J JI 

・・（27)
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但し Rsin λ＝:c cosα 

RιOSλ＝:c cosα－：：sin α 

である．

(iv）球の場台

地下物質治域である場合の表面に於ける磁場の式は色々の著骨に出てゐるから省略し，と Lには

球の中心の深さを決定する理論的一方法を述べて見ょう．

地下物質が球である場合に質測した地表面の槌~~'b・ら球の中心の深さを定める事が出来る．

1f5 25 図
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悠 2G 闘

A 

先づ球が地下にある場合子午線め方向

25囲の様にたる．

に切った断面の磁場を重いて見ると第 ~ 
N -

今球が地球磁場の感臆のみによって磁

化してゐる場合を考へる．との椋泳場合

には作図的に表面磁場から球の中心のi奈

さを決定する事が出来る．

郎ち球の中心 0 を温る地球磁場の方
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向と地表面との交はりをQ，同じく 0を遁り地球磁場の方向に垂直た級と地表商との交はりを P

とする．

球による磁力繰は Rから出て SK入る．而して P,Qに於ける球による磁力線の方向は地球

磁場の方向と同一で，向きは P 騎で磁佑の向きと反針i乞， Q駄で同じ向きに向〈筈でるる．故に

擾荷Lカの鉛直，水平分力を夫k p拙で Z乃F川 Q酷で Zq,F'qとすれば次の関係式が成立する．

ZP . . Zo －二＝tnns=--=
Fr Fq 

故に上の闘係式を満足する概た二賠 P,Qが求められると，磁佑の方向が解かつてゐるから作間

的に O鮪を定める事が出来，従って深さ zを定める事が出来る．

質際l乞於いて地岡上に媛鎖措場を霊いて見ると地下物質を球と仮定してよいか否かはわかるから

上の方法を溜用するのも面白いであらうと思ふ．只相官大きた誤差は認め主主ければならたい泊程度

を知るには役立つとJ層、ふ．

(v) (ii）の一般の場合

第 27聞に示した様に厚さdたる薄い居が鉛

直下方K落ち込んでをれその一過が水平商と

たす角が αである場合を考へる．

厨の延びてゐる方向に断固 ABをとり，との

断面に於ける擾制瀦カを求めて見ょう．

前同様のポテンシザレの式を用ひ

~ 27 図

D 
x・＂＂＇ー

P(XoOO) A 

・ 1・1・ H ・
a;・ =ar’cos C品－：rsmα

z’＝zo+x”sin α＋a”cosα 
主主る坐樹事換を行へば

（＂°ィー（:t”cosE品－z”sinrt-a;目）Hocoss+(zo+:v”sinα＋z”cosα）V I 
P=Ccil I 0clx''ds 
Jo Jo H:v”cos ()1,-z”s凶α－xo）~＋(zo+ ：≫”sin CG+z”cos α）＝！” 

とれより

P＝ーCd[(H0cos£cosα＋ V0sinα） log [(:v sin α＋s: cosα）＋RI 

+(VoCOSα－H0eose sin α）log IRー（xcosα－zsinα）｜］・・・・・・（28)
故に水平，鉛直方向の分力は

ap CVo f (x+R sin α）sinα ， (z-Rcosα）cosα 
一=F°＝一一－di + ax ll I R+:vsinα＋ecos()I,’R-:v cosα＋a-sin α 

＋岳cose ~ <z+R山 α）cosα ー （x-Rc伺 α）sinαn
V0 {R+a:sin α＋soosαR-.xcosα＋zsinαl J 、，a

’
nu 
q白，，‘、

、BE
B
E
E－
－
E
t
J

’
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一竺=Z＝竺2dr<z4・2cosα）山α＋fz+Rsinα）cosα 
as R I R+.xsinα＋zcosα・ .R-.xcosα＋zsinα 

＋亙.！！cos el (z+R cos "')cos“－“＋R sin ~）sin αt l J 
Y。 IR+.xsinα＋acosα .Rー.xcosα＋ssinαJJ I 

' (A) 

＼＼。

集 28 図
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量~ 29 図

ーー一ーー，，「

4 3 2 1 -1 -2 -S 4 :I 2 1 

-1 

E。＝o.sr
V。：.0.4r 
6 =<> 

ct. =90。

‘cー喝2-

(2仰が於いて α＝0と制ぱ（25）式とダ之

君主る．

磁宗子午線の方向の断面に就いて援制識}J

を葺いて見ると第 28囲の棋に！＇；.る．

(v’） 戎に z”方向の限界を0→11.とすれば

ポテンシ十Jレの式は衣の様にたる．
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44 ；場乎臓に於げる地磁気分Z普及び・;itの異常に1tいて

I .R,+h+x sin..()C+a回
P=Cdl (Ho cos.e cosα＋V0sin α）log 2 
L .R1+xsinα＋zcosα 

_.R2-a: cosα＋zsin α1 
+(V 0 cos OG-H0 cos & sinα）logて I －－－－－－－・・・・・（30)

日R1-!l1COBα＋.：sinαl 

とLで

Ri=Y~ 

R2=11R1~＋hi+ 27＇（今日incx千五~

(30）式を ::c,flで、夫々 徴介すると

Ri fx+hsinα＋R2sinα）sin (f. + <.x+li sinα一九側α）cosα！
ー－ sinα＋zoosα.  Ri-:&COSα＋zsinαj 

~ =F＝~al -Rt{ {x+R1.sinα）sinα ＋（a;一九cosα）叩αl
ax R1R2 I (R1+xsm α＋zcosα Rー』cosα4・zsin cヰj

( R, f(z+hsinα＋R1訓 α、cosα＿（z＋ゐsinα－R2COSα凶nαil 
"- I ‘l R2+1,+:csin α＋zcosα Ri;-:&COSα＋zsin α ！｜ 
+=?cose{ ト
Vo I n ( (:c+R1sin α）cosα （:c-.R1 cosα）sinα：i I 
¥ --2 I P」．酬.，；.，o:+zeos(f. -R1-:c cosα＋zsinαJ ) 

R, JCz+h cosα＋R2COSα）山α＋fo+h<'OSα＋R11sinα）cosαi
• ( R2+h+x sino:+z cosα ー Ri-:&COSα＋zsin α ｝ 

－~＝Z＝ ー笠！！.al -Rif (z+.R1.COSα）sinα十（.:a+R1einα）cosα1
oz －~ B1R2 I • t.R1+:c Billα＋zcosα.R1-xcos ct+a si 

( R, f{z+hcosα十.R2COSα）cosαー（z+hcosα＋R2sinα）sinα｝｝
rr I • t R:+h+:c sin α＋zcosαR2-:&COSα＋zsin αj  I 
＋さgeosd r 
Vo I T> ( (z+R1 cosα）cosα （z+R,:sin α）sinαl I 

1-1-r_J. - ..._ I 

1一2＇»－ ・4・~＜＞in"'+zcosc描 Ri-::CCQSα＋ssintV.I i 

・・・・・・（30)

磁領子午紘の方向の断面について優劃織力を重いて見ると第 30岡の様にたる．

第 28園（B）と第 30岡（B）とを用ひれば，第 31聞の様h.地下構造に封する使間瀦場の磁鎮

子午面内の断面が得られる．

問問から推察すれば鉛直介ブ1の擾飢カの形は大値地下物質の表面の形に類似してゐるといふ事が

云はれる．

叉第 28闘の （A）と（C）を用ひれば，深さに比較して水平方向の長さが大きい地下物質に封す

る表面磁場が得られる．（第 32回参）！（｛）
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法手車震に於It 吾地磁叙分布及び共の英首·1~就いて

第 82 国

一・・・・・・ー・．一．・・ー

(vi) 地下物質が｛v）の棋な場合の α，zの求め方

-1 

地下物質が（v）で述べた犠主主場合，磁寄王子午面内の断面に現はれた擾組磁場から水平面と居との

傾き叫及び岩服頭の深さ zをグラフを用ひて求める司Iが出来る．

との方法は Ci）で逮べたものと略a同様である

が，只との場合には F,Zの極大，極小の位置を

式の上から求める却が困難君主鴬，任意の αに到す

る F,Zの曲線を盤き，との曲線から各々の極大，

極小の位置を求めたのでるる．

L1SXzm眠－.x,,·111.~x

L,=xzn・ax-XFmln 

Lrl-三XFn田玄－Xf•mln

とすれば， LJL，及び L6は第33闘の様にたる．
とれを用ひれば Zの極大， F の極大及び極1J、
の位置から α及び zを見嘗づける事が出来る．

即ち L1/L,tt:相官する値を質際硯測固から求め，

その他に相賞する（L6-l11J組上の値〉をとれば

Z=tlZ 

1.tる式で zを計算する事が出来る.lは質測岡か

ら出したんの値である．”は第33圃によって

20. 

,It. 

、、

t' 

2 .. 

t 

~ S3 鏑

i面



求めたんの値である・

§9.異常の考察

公乎,lite於け基地被叙分布及び共の英領•tc淑ドて 4t7 

今同の磁領測量の結果中考慮すべき主主主異常は日詰，遠野，釜石，千厩，宮古及び築館附近の異

常である．とれ等の異常地では地下の構浩は金〈朱知であるから表面磁場の形から地下物質の形を

想像し，真に優掲l戯場から物質の深さ，水平面との傾斜，地下物質の帯磁寧等を求めて見よラ．

とれ毎の異常を一つ宛論歩る前に金値の傾向を見ると第 9回，第四聞に示した様に鉛直分力の

擾飢カは大値海岸に並行し，海岸に近い部分は正のf直を持ち，内陸に入るに賠って負の値をとる様

にたる．水平分力iま逆に内陸から海岸に出るに随って値を棋少する犠た傾向がるる．

との中に散在する上記異常は殆んE金部鍍山或はその近傍に存在してゐる．爵に日時，遠野，釜

石は同一直線上に排列し，如何にも同一鏑脹の起伏によって生じた様に見える．

叉，千厩附近を見ても此の附近の異常が大世間一直線上にある事から推察すると同一地質による

らしく思はれる．

岩手癖の異常地域は大翻して 3つに直別する事が出来る．

(a）岩手山地方の異常

(b) 中央部以南の異常

(c) 北部海胆紡の異常

(a）岩手山地方の異常

との地方の異常は岩手山の裾野の影響で一般に鉛直分力は負の異常を有するものである．観測酷

の敷が少い震に詳細た考察をたす事は出来君主かった．

伶） 中央部以南の異常

との地域内に入る異常は前述の異常の殆んE全部を合むもので鏑山多く，異常の程度も他の二者

に比して相官大きい地方である．

との中にある異常は後で述べる事とする．

(c) 北部海岸地方の異常

北部海岸久慈附近の異常地域で正の異常が相官大である．との附近では砥識を多量に含んでゐる

らしく，此の震に斯Lる大きた異常地を構成したものではたいかと思はれる．

ヨたに（b）の地方l’こ合まれる異常地の二三に就いて理論的考・察を施して見ょう．

(i) 日筒附近の異常

日誌附近の異常を披大して盤けば第 34園，第 35聞の援にたる．前者は鉛直分力，後者は水平

分力の等磁力線を盤いたもので共に質測のま Lのものでるる．
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日股附涯の鉛直分力等磁力線開
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日 目寄附涯の水平分カ毒事磁力線図



鴎 岩手際に於ける地磁然分布2民ぴ~の異常に就いて

鉛直分力の岡を見ると，極大の位置はニケ所あれとれが大髄磁南北方向に遮り，北の方が甫の

方より小さい・との闘で見ると地下物質は§8, (v｝の場合に相営するものL様でるる．

水平分力は北の方に極小，南の方治唱大とたってをP，極大の位置は甫北にこっ遮って存在する．

今断面ABOを考へる..AB及び BOは略‘磁鎮子午面内にaうるから，便宜上 ε＝0とし， AB
とBOは同一直線と見倣す．との断面に於ける援簡L磁力は第 36闘に示してある．

悠訪問

y 

資総銘血後乱分力
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第 36岡の鉛直分力の断面悶を以て地下物質の形を想像すると，先づ二つの岩眠がある事が想像

ぜられる．そして北の方の岩服による鑑掲i戯場の極大．極小の位置は甫の岩服には無関係の様に思

はれる．而して北の方の岩服は磁南北の方向に延びその長さは深さに比して大きい様である．

今東西方向の厚さ d を深さに・比して小さいものとすれば第 33闘を用ひてその梅田告の深さ及び

水平面との傾きを求める事が出来る・

::r:zmax-XFmaxキ800m

::r:zm眠 －：＆F町bl宇500m



治手厳I~於tt る勉磁気分布)tぴ義の然？般に就いて

人 Zzma玄－a;y国玄＝l.6
a:zm11x-::i:rm1~ 

故に第 33囲より α＝与40・
α＝40・に相賞する （xrmn玄－a:，岨）の値は深さを単位として約 3である．

而して質測よP
Xr皿岨－a:r回tn=l.SOOm
sキ400m

事1

此等の値は測定距離がかti:り大きい場合から得たもので，殆んE誤差の範囲であると云ってよい

程度である治沼郡舗の教を更に多〈して測騎距離を小にして求めると相官正確た値が得られる．

貴擦には sは倫小さし αは更に大きい様に思はれ¢.

今 α＝45°,s=400m, cZ=lOO m として岩服の帯磁星第 mを求めて見よラ・

Zの極大の位置を用ひで計算して・見る．第28岡但）で判る様に a:z田昌寺 0.311でるる．とれ母

の値を（29）式の.z式に代入し，頁に質調jから Z叫の値0.02［・を入れて計算すれば
I宇0.08

而して 1'=l/Tであるから， （Tは地磁講の金磁力，と hでは 0.5I'とする〉

1'=0.16 

とたる．

然し岩石が固有磁第を持ってゐるとすれば上に求めた 0.16/1る帯磁率の値は大きすぎる．賞際

日鯖附近の岩石は岩石自身閤有磁講を持ってゐるらしく思はれる．

上に求めた帯職事の値は岩石が地球磁場の感躍のみによって磁佑してゐるといふ考の下に出した

値であるからその岩石が固有磁無を持ってゐる時は，その岩石の本官の帯磁寧ぽ計算で出したもの

より小さくたけらねば君主らたいぐ正の異常について計算を遁用した時〉．

ヨえに日時附近の異常を形成する地下物質が閏有磁第を持ってゐるとし，異常他はその固有磁講の

みによって起ってゐるとすれば，正の異常に隣接してある甫側の負の異常も説明する事が出来る．

感臨作用のみで磁佑してゐると考へる時には負の異常を説明する事が出来十，金然別の岩石によ

る異常として説明し怠ければたらたいが，上越の様に固有識第を持ってゐると考へると極性を考へ

る事~よって解決せられる．部ち正の異飾付近を S・極とし負の異常附近を N－極とするーつの磁石

を考へればよいゐけである．

一般にはとの岩石の雨極の大きあ固有磁鏑の強さ等は異るであらう治ち今同ーたものと慣定す

れば，正負擾飢力の絶劃髄の中で正の方が大きいといふ事から~~の方治f南の方より地表面に近くあ

るといふ事が出来る．
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A詩手厳に於けと地磁気分布.2tぴ袋の呉f訟に放いて

鯵 S8 筒

同店・20 H』・2・
千厩附涯の＊卒分カ奇~ li俵カ線図

／ 

.) 

a9臥’

制F・b
14:1"30 

国

遠野，釜石~於ける正負爾擾蹴カを有する異常も，上と同様の考へから説明する事が出来るであ

らう．即ちとの南地方は磁石坂を置いて考へればよい．

(ii) 千厩附近の異常

千厩附近の異常を披大して聾いて見ると第 37闘，第 38回の様にたる．周囲で明かた穣に異常

の中心は4ケ所にあり，との中 141°25’E,38・邸’N附近の異常及び 141・291J!J, 38° 48’N附涯の



6益 主苦手~K於tずる地磁然分布及び華客の~·常に滋いて

異常地域では金鏑を掠掘してゐる・

との附近の地下物質は前述の日棺，遠野，釜石附涯とは異り闇有磁領を有せす；，単に地球磁寄託の

感臨作用で磁佑してゐる様である．

最~f端の異僻也域の蹴L磁場の形から推察すると地下構浩は球扶物質の様である．

との異常の AB線に滑ふ断面回は第 30岡の様にたる．

虫駆 89 図
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先づ第37聞の鉛直分力等磁力線を見ると最北端の異常の原因物質は相官深所にある事が判る．

何故たらぽ若し地下物質が既探姻附近のものと同一位質を有するとすれば，同じ深さにある時は磁

力の値は大根同程度に出友ければたらたい・然るにとの郁分は磁力の低は11'、さ〈，叉既採掘附近の

異常の値圏に比較して異常範囲が非常k民大である．以上の事を考慮すれば地下物質は相醤深所に

ある棋に想倣せられる．

先づ第 39固でZ/F=tnniなる位世を求払との櫛1.1:二つの酷から磁他方向及びとれに直角の

方向に直線を引き，交はる蹄を求めるとその舶が球の中心と虫色る．
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此の様にして求めた結果，球の中心の深さ zキ2kmと出た．

今球の牛径 R=lkmとし，地下物質の帯磁率を出して見ょう．

地下物質治域の場合の掻割分力の式は

F＝~二丘· ~13V n xs-Ho(2:c2-s2)J 
2＃句＋μ. r5 " 

Z＝」包こと．笠｛3H0:rs-V0(2s2-:c.,)J
2μ.。＋μ. r5 

、．，na 
g
d
 ，，、．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

、，a
．，EE
P
E

‘EE
，，

である．訟に

μ. : 痕鉱物質の透磁傘

p.o: 周囲の物質のま量破事

R ：球の宇径

r : y;;'i干7

である．

(32）式に上越の数値を代入して概時計算を行へば

. l.4 
μ.*ifs向

今周囲の物質の透磁寧を 1とすれば

μ.宇1.8

帯磁寧を必とすれば

μ.=1+4'1T"' 
であるから

κ宇0.06

となる．

倫第四聞に於いて鉛直分力断面聞の北側は地下物質を球と仮定したものより大きた値をとって

ゐる．とれは同園地下物質の斜線を引いた都介によるものでるらう．

その他の附近の異常地域を構成する物質も恐らくとれと同程度の帯磁率の値をもうであちろと，恩

はれるが観測騎の教が少し正しい等磁力線を引く事が出来たかったから考察~省略する事にする．

(iii）築館附近の異常

築館附近の異常は甫方を除〈三方の範囲は決定する事が出来たが南方の限界を判然と定める事が

出来たかった．然し，中心附近は判ってをり後で判る様に南方の限界も飴り遠く注いであらうと思

はれる．

との地方の異常を抜大して第40回，第 41聞に示す．
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虫駆 40 図 築館附近鉛直分カ等磁力線図
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鴎 岩手厳に於ける地磁然分布及び共の集常に草Eいて

等磁力線の固で見ると地下物質は大陸磁甫北に走る鉛直下方に落ち込んだ居の様で遣うる．

同国に於いて断面A.Bを取って見ると第42闘の様にたる．

$ 42 図
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一方 §8の（31）式を舟ひて南北方向の断面闘を壷いて見ると第 43園の織にたる．

此の繭聞を比較して鬼ると臓

によ〈一致してゐる．

故に聞の上から甫北方向の居

の長さ及び深さの程度を定める

と戎の櫛にたる．

先づ居の長さは大健に於いて

水平分力の極大，極；ィ、聞の匝離

に等しいから第42圃から腸の長

さは 25kmとしてよいと思ふ．

ヨえに深さの決定？である治場HS

固でP11P：君主るニ酷を考へ

とする．
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岩手臓に於ける地磁叙分布及ぴ~の異常に斌いて

然る時は第 43固から

P~－P1キ1i+f

である．

一方第 42固で PuPi を定め (P~－P1）をとって見ると

P2-P1宇25.5km

でるる．而して hキ25kmであるから

s令lOOOm

とたる．

以上の撤値を用ひて地下物質の磁佑の強さ I及び帯磁寧κを求めて見ると

鉛直分力より I=0.0035 

水平分力より I=0.0031 

とたる．とれを平均して築館附近の異常を構成する地下物質の磁佑の強さは

J::0.0033 

1J:る結果を得た．

ヨたに帯磁率Mを求めて見ると

たる故に

~る結果が得られた．

§.fO，結尾

I ic=-x 

κ＝0.0066 
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昭和 13年 7月下旬より同年11月中旬に亙って岩乎腺及びその隣臓のー郁分について磁策測量

を施行した観測に使用した探棋は .AdolfSchmidtの錯直分力用並びに水苧分力用 Localvario-

meterで，観測酷の散は鉛直分力につい℃ 400ケ所，水平分力について 269ケ所で岩乎腸全盛に

分布せしめ殊に異常附近は更に詳しく親測した．

その結果多くの異常地域を澄息する事が出来たがとれ等の異常を分類すると戎の様にたる．

（吋北部海岸地方の異常

久慈附近の異常で北部の異常中最大の異常で・ある．鉛直分力の等磁力線は正規磁場の等磁力線

に殆んE垂直である．とれは此の地方に多い都峨と何等かの開係がある棋に思はれる．

(b) 岩手山附近の異常



旬 岩手臓に於げる地磁然分布及び共の~1すに就いて

岩手山を中心とする負の異常で，火山地帯特有の異常を示す．

（的中央部以南の異常

中央部以南の異常は今岡の観測の主要部分をたすもので，との中に合まれてゐる異常は殆んど

全都銀山附近或は鱗山にii!>る．

その主要君主異常地を列摩すれば

(i）宮古附近 (iv）釜石附近

(ii) 日誌附近 (v) 千厩附近

(iii) 遠野附近 (vi）築館附近

-c:ある．

とれ等の異常を説明する震に地下物質治9也球磁場の感聴のみによって磁佑してゐるとして地下物

質とその物質による援組磁力との関係、を求めた．

此の場合地下物質の形を皐－｛むし怠ければならたい震に戎の四つの場合について闘係式を求め

た．邸ち

( i ）斜に落ち込んだ薄い居（水平方向は無限〉の居に直角た断面上の擾品協力

(ii）有限法掘を持った薄い居が斜に落ち込んでゐる場合居K直角た断面の援組磁力

(iii）鉛直下方に落ち込んだ部い居による居の方向の断面上の援詰l磁力〈商法共に無限〉

(iv）鉛直下方に落ち込んだ薄い居による廠の方向の断面上の援前L磁力ぐ一越は無限，ー謹は有限〉

更に（i）の闘係式よb鉛直升力の極大，水平分力の極大，極小及び2容にたる監を利用して居が東

西に延びてゐる場合に劃して，居の深さ及び居が水平面とたず角を求める方法を案出した・

叉（iii）の闘係式を用＂（｝.て αの零から直角までの各角に相官する F,Zの曲線を壷き，とれから

Fの極大，極小の位置， Zの極大の位置を求めてその関係をグラフに表はし，居の深さ，及び水平

商とたす角 αを求める方法を案出した．

地下物質が球である場合に，地表面の援首！瀦場から球の中心を求める方法を作圃的に案出し？と．

以上の方法を用仏て前越の異常の二三に適用した所，ヨえの様た結果に怠った．

(1) 日詰附近の岩脹は略a磁集子午線の方向に延び，鉛直分力の極大を北に持つ岩脹について上

配方法を誼用した結果α＝40,s.=400 m, 1'=0.16とたった．

向，日詰附涯の異常の南方にるる負の異常を合せ考・へると，との附近の岩石は固有識親を持

ってゐるとして説明する事が出来る．印ち北に S・桓，商に N－極を持つ磁石を考へれば主い．

同様に蓮野，釜石等の異常地域でも地下物質が国有磁寄託を持ってゐるとして説明すれば磁石

叡を考へる事によって説明する事が出来る．
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異常の横子から見ると日詰，遠野，釜石は同型の異常を持ってゐるから地下物質も恐らく同

じ様た性質を有するであらう事が推察せられる．

(2）千厩附近最北端の具常の形から推察すると地下物質は球献を呈するといふ事が想像せられ

る．とれに球の場合の理論を遁用した結果，球の中心の深さ B=2kmと出た．

球の半径を lkmとして計算した結果 κ＝0.06たる値を得た．

との附近の異常の中，最北端の異常を構成する地下物質の深さは他の異常に比して一番探所

にある様に思はれる．

他の異常を構成する地下物質の磁無的性質も恐らく上記のものと同様であらうと想像せられ

る．故に他の異常は地表面から飴り深くたい所に原因物質がるると考へられ，採掘してゐる 2

ケ所の異常位が最北端のものより大きい事からも，原因物質治萌血表面近くるる事が想像せられ

る．

(3）築館附近の異常については上記 （iv）に栂賞する関係式を用ひて理論的に援掲~力を壷きと

れと築館附近の異常とを比較して深さを求めた．

その結果は深さ s=lkmでるる．南北の居の長さを 25kmとして計算した結果κ＝0.0066

なる佐が得られた．

(4）宮古附近の異常は負の異常を中にはさんで南北K正の異常がある．問中館先生遣の震された

観測は負の異常範囲内であった

此の磁筑測孟は概知の磁窺異常地域叉lま鎖山附近を詳細に測量すると云ふのが目的でたく，此の

測量に依って磁第異常を蛮見ぜんとする事が主眼である．上越の様に磁集異常地域が例外主主〈鍍山

地帯と一致してゐるのは営然の事主主がら極めて興味治課い．備磁第異常地域を賞用佑ぜんとする矯

めには共の地裁一回に亙って更に詳細た観測をたい測勤距離も 50m以下とする必要がるる．

怒りに臨み，此の磁集測量に闘する計壷と機合とを奥へられた問団中央集象窪長及び終始押懇m
1.1:る御指導を下さいました今道府長に封し厚〈感謝申しょげます．叉観測に蛍つτ極々御便宜を奥

へて下さいました中関盛岡支韮長並びに辻宮古測候所長に到し厚〈御躍申し上げます．


